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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成することを行うように構成される
処理システム、前記第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスに
よって復号可能であり、前記第２の部分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり
、前記第１の部分および第２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイ
スによって復号可能であり、前記第２の部分は、
　　第１のフィールド、ここにおいて、前記第１のフィールドは、周波数領域疑似ランダ
ムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データの第１のセットを含む、と、
　　第２のフィールド、ここにおいて、前記第２のフィールドは、時間領域シーケンスを
含む、と、
　　第３のフィールド、ここにおいて、前記第３のフィールドは、周波数領域パイロット
のシーケンスを含む、と
　を含む、と、
　送信のための前記フレームを出力することを行うように構成されたインターフェースと
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第１のセットは、特定の原始多項式のための特定のシ
ードに基づく、
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　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２の部分は、時間領域シーケンスを含む、
　請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記時間領域シーケンスは、ゴーレイシーケンスを含む、
　請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記第２の部分は、周波数領域パイロットのシーケンスを含む、
　請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記周波数領域パイロットのシーケンスは、特定のしきい値でまたはそれ未満で、ピー
ク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有する、
　請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記第１のフィールドは、前記第２のデバイスで自動利得制御（ＡＧＣ）を容易にする
ように構成され、
　前記第２のフィールドは、前記第２のデバイスで前記フレームのサンプルを入力するた
めのタイミング制御を容易にするように構成され、
　前記第３のフィールドは、前記第２のデバイスで受信した前記フレームに関連付けられ
たチャネル推定を容易にするように構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記フレームは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含み、前記
フレームは、第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームを含み、前記第３
の部分は、前記第１のプロトコルに従って動作する前記第１のデバイスによって復号可能
であり、前記第４の部分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり、前記第３およ
び第４の部分は、前記第２のプロトコルに従って動作する前記第２のデバイスによって復
号可能である、
　請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記第２
の部分および前記第４の部分を出力するように構成される、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記インターフェースは、時間オフセット手法での送信のための前記第１の部分および
第３の部分を出力するように構成される、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第４の部分は、周波数領域ＰＲＢＳデータの第２のセットを含み、前記インターフ
ェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記周波数領域ＰＲＢＳデ
ータの第１および第２のセットを出力するように構成される、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第１のセットは、特定の原始多項式のための第１のシ
ードに基づき、
　前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第２のセットは、前記特定の原始多項式のための第２
のシードに基づく、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
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　前記第２の部分は、第１の時間領域シーケンスを含み、
　前記第４の部分は、第２の時間領域シーケンスを含み、前記第１の時間領域シーケンス
は、前記第２の時間領域シーケンスに直交であり、　前記インターフェースは、実質的に
時間アラインされた手法での送信のための前記第１および第２の時間領域シーケンスを出
力するように構成される、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第２の部分は、周波数領域パイロットの第１のシーケンスを含み、
　前記第４の部分は、周波数領域パイロットの第２のシーケンスを含み、　前記インター
フェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記周波数領域パイロッ
トの第１および第２のシーケンスを出力するように構成される、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１のサブフレームは、前記第１の部分と前記第２の部分との間の時間に位置して
いる第１のパッドフィールドを含み、前記第２のサブフレームは、前記第３の部分と前記
第４の部分との間の時間に位置している第２のパッドフィールドを含み、前記第１のパッ
ドフィールドの長さは、前記第２のパッドフィールドの長さより大きい、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１のパッドフィールドは、第１のゴーレイシーケンスを含み、前記第２のパッド
フィールドは、第２のゴーレイシーケンスを含むように前記第２のパッドフィールドを含
む、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記フレームは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含み、
　第２のサブフレームは、第３の部分および第４の部分を備え、
　第３のサブフレームは、第５の部分および第６の部分を備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第２の部分は、第１の時間領域シーケンスを含み、
　第４の部分は、前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを
含み、
　前記第６の部分は、第３の時間領域シーケンスを含む、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記インターフェースは、第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法
での送信のための前記第１および第２の時間領域シーケンスを出力するように構成され、
前記インターフェースは、第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のための前記第３の時
間領域シーケンスを出力するように構成される、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記インターフェースは、前記第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信ために前記第１
および第２のサブフレームから出力を生み出さず、
　前記インターフェースは、前記第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のために前記第
３のサブフレームから出力を生み出さない、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記フレームは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含み、前記
フレームは、
　第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームと
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　第５の部分および第６の部分を備える第３のサブフレームと、
　第７の部分および第８の部分を備える第４のサブフレームと
　をさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第２の部分は、第１の時間領域シーケンスを含み、
　前記第４の部分は、前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケン
スを含み、前記インターフェースは、第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインさ
れた手法での送信のための前記第１の時間領域シーケンスおよび第２の時間領域シーケン
スを出力するように構成され、
　前記第６の部分は、第３の時間領域シーケンスを含み、
　前記第８の部分は、前記第３の時間領域シーケンスに直交する第４の時間領域シーケン
スを含み、前記インターフェースは、第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインさ
れた手法での送信のための前記第３の時間領域シーケンスおよび前記第４の時間領域シー
ケンスを出力するように構成される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記インターフェースは、前記第１のシンボル間隔の間の送信ために前記第３および第
４のサブフレームから出力を生み出さず、
　前記インターフェースは、前記第２のシンボル間隔の間の送信ために前記第１および第
２のサブフレームから出力を生み出さない、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記インターフェースは、第１の周波数チャネルを介する送信のための前記第１の部分
を出力することを行うように構成され、前記フレームは、第３の部分を含み、前記インタ
ーフェースは、前記第１の周波数チャネルから周波数において離れた間隔に置かれた第２
の周波数チャネルを介する送信のための前記第３の部分を出力することを行うように構成
され、前記第３の部分は、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスによって復号可
能であり、前記インターフェースは、前記第１の周波数チャネルの少なくとも一部および
前記第２の周波数チャネルの少なくとも一部を含むボンデッド周波数チャネルを介する送
信のための前記第２の部分を出力することを行うように構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２の部分は、時間領域シーケンスを含む、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第２の部分は、周波数領域パイロットのシーケンスを含む、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つの受信アンテナと、
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成することを行うように構成される
処理システム、前記第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスに
よって復号可能であり、前記第２の部分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり
、前記第１の部分および第２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイ
スによって復号可能であり、前記第２の部分は、
　　第１のフィールド、ここにおいて、前記第１のフィールドは、周波数領域疑似ランダ
ムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データの第１のセットを含む、と、
　　第２のフィールド、ここにおいて、前記第２のフィールドは、時間領域シーケンスを
含む、と、
　　第３のフィールド、ここにおいて、前記第３のフィールドは、周波数領域パイロット



(5) JP 6591694 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

のシーケンスを含む、と
　を含む、と、
　前記少なくとも１つのアンテナを介する送信のために前記フレームを出力するように構
成されたインターフェースと
　を備える、ワイヤレスノード。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１６年３月２日に米国特許商標庁に出願された仮特許出願番号６
２／３０２，７５４と、２０１７年２月２２日に米国特許商標庁に出願された特許出願番
号１５／４３９，０４８の優先権および利益を主張し、そのコンテンツ全体は、参照によ
って本明細書に組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示のある態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、単一チャ
ネル直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）フレーム、ボンデッドチャネルＯＦＤＭフレーム、
単一チャネル多入力多出力（ＭＩＭＯ）ＯＦＤＭフレーム、およびボンデッドチャネルＭ
ＩＭＯ　ＯＦＤＭフレームを送信するための装置および方法に関し、各々が自動利得制御
（ＡＧＣ）、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を実行することに関連付けられたタイミング、
および受信フレームに関連付けられたチャネル推定を実行する際に支援する１つまたは複
数のフィールドを有する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]成功裏の送信、受信、および復号のための直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）フレ
ームの送信は、ある情報を含まなければならない。例えば、こうしたフレームは、送信機
および／または受信機が望まれる線形領域においてそのフロントエンドコンポーネントを
動作するように自動利得制御（ＡＧＣ）を実行するように情報を含むべきである。こうし
たフレームはまた、受信機が処理のために高速フーリエ変換（ＦＦＴ）中に受信された信
号のサンプルを入力するために最適時間ウィンドウを決定することができるように情報を
含むべきである。追加として、こうしたフレームは、適切な等化が受信フレームに対して
実行され得るように、フレームが伝搬されるチャネルを受信機が推定するのを可能にする
ように情報を含むべきである。
【０００４】
　[0004]ＯＦＤＭフレームにおいて送信されるべき前述の情報は、ボンデッドチャネル（
bonded channel）を介してＯＦＤＭ送信を送ったフレームに適用する。同様に、前述の情
報はまた、受信した送信チェーンサブフレームのチャネル推定／等化、並列ＦＦＴ処理、
および独立したＡＧＣを実行するためにフレームの送信チェーンサブフレームに付随して
いる様々な情報を受信機が区別することを可能にするような多入力多出力（ＭＩＭＯ）Ｏ
ＦＤＭフレーム中で送信されるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成するように構成された処理システム
、該第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号可能
であり、該第２の部分は、第１のデバイスによって復号不能であり、第１の部分および第
２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能である
、と、送信のためのフレームを出力するように構成されたインターフェースとを含む。
【０００６】
　[0006]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。方法は、
第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成すること、該第１の部分は、第１の
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プロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号可能であり、該第２の部分は、
第１のデバイスによって復号不能であり、第１の部分および第２の部分は、第２のプロト
コルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能である、と、送信のためのフレー
ムを出力することとを含む。
【０００７】
　[0007]本開示のある特定の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。装置は、
第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成するための手段、該第１の部分は、
第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号可能であり、該第２の部
分は、第１のデバイスによって復号不能であり、第１の部分および第２の部分は、第２の
プロトコルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能である、と、送信のための
フレームを出力するための手段とを含む。
【０００８】
　[0008]本開示のある態様は、第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成する
こと、該第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号
可能であり、該第２の部分は、第１のデバイスによって復号不能であり、第１の部分およ
び第２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能で
ある、と、送信のためのフレームを出力することとを行うための命令を有するコンピュー
タ可読媒体を提供する。
【０００９】
　[0009]本開示のある特定の態様は、ワイヤレスノードを提供する。ワイヤレスノードは
、少なくとも１つのアンテナと、第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成す
るように構成された処理システム、該第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する
第１のデバイスによって復号可能であり、該第２の部分は、第１のデバイスによって復号
不能であり、第１の部分および第２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２の
デバイスによって復号可能である、と、少なくとも１つのアンテナを介する送信のための
フレームを出力するように構成されたインターフェースとを含む。
【００１０】
　[0010]本開示の態様はまた、上で説明された装置および動作に対応する様々な方法、手
段、およびコンピュータプログラム製品を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示のある特定の態様に従って、実例的なワイヤレス通信ネットワークの図で
ある。
【図２】本開示のある特定の態様に従って、アクセスポイント（一般に、第１のワイヤレ
スノード）およびユーザデバイス（一般に、第２のワイヤレスノード）のブロック図を例
示する図。
【図３Ａ】本開示のある特定の態様に従って、実例的なフレームまたはフレーム部分を例
示する。
【図３Ｂ】本開示のある特定の態様に従って、実例的な拡張ディレクショナルマルチギガ
ビット（ＥＤＭＧ：Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　Ｍｕｌｔｉｇｉｇａｂ
ｉｔ）を例示する。
【図４】本開示のある特定の態様に従って、実例的な単一チャネルフレームを例示する。
【図５】本開示のある特定の態様に従って、実例的なボンデッドチャネルフレームを例示
する。
【図６】本開示のある特定の態様に従って、実例的な２つの送信チェーンサブフレームＭ
ＩＭＯフレームを例示する。
【図７】本開示のある特定の態様に従って、実例的な３つの送信チェーンサブフレームＭ
ＩＭＯフレームを例示する。
【図８】本開示のある特定の態様に従って、実例的な第４の送信チェーンサブフレームＭ
ＩＭＯフレームを例示する。
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【図９】本開示のある特定の態様に従って、実例的な６つの送信チェーンサブフレームＭ
ＩＭＯフレームを例示する。
【図１０】本開示のある特定の態様に従って、実例的な２つの送信チェーンサブフレーム
チャネルボンデッドＭＩＭＯフレームを例示する。
【図１１】本開示のある特定の態様に従って、様々な送信チェーンおよびチャネルボンデ
ィング構成のための疑似ランダムバイナリシーケンスを生成するために使用される原始多
項式のための実例的なシーズ（seeds）のテーブルを例示する。
【図１２】本開示のある特定の態様にしたがった、実例的なワイヤレスノードのブロック
図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0024]本開示の態様は、複数のチャネルの各々において送信されたシーケンスをトレー
ニングするチャネル推定を使用することで、複数のチャネルをボンドすることによって形
成されるボンデッドチャネルのチャネル推定を実行するための技法を提供する。
【００１３】
　[0025]本開示の様々な態様が、添付の図面を参照して以下でより十分に説明される。し
かしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化され、本開示全体を通して提示される
あらゆる指定の構造または機能に限定されるものとして解釈されるべきではない。むしろ
、これらの態様は、本開示が徹底的で完全であり、当業者に本開示の範囲を十分に伝える
ことになるように提供される。本明細書における教示に基づいて、本開示のいずれの他の
態様からも独立して実装されようと、本開示のいずれの他の態様と組み合わされようと、
本開示の範囲が本明細書で開示される開示のいずれの態様もカバーするように意図されて
いることを、当業者は認識すべきである。たとえば、本明細書で述べられる態様のあらゆ
る数を使用して、装置が実装されうる、または方法がインプリメントされ得る。加えて本
開示の範囲は、本明細書で述べられる本開示の様々な態様の他に、または本開示の様々な
態様に加えて、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような
装置または方法をカバーするように意図されている。本明細書で開示される開示のいずれ
の態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化されうることは理解されるべき
である。
【００１４】
　[0026]「実例的な」という用語は、本明細書では、「例、事例、または例示としての役
割を果たす」という意味で使用されている。「実例的な」ものとして、本明細書で説明さ
れている任意の態様は、必ずしも他の態様に対して好ましいまたは有利なものとして解釈
されるべきではない。
【００１５】
　[0027]特定の態様が本明細書で説明されているが、これらの態様の多くの変形および交
換が、本開示の範囲内に入る。好まれる態様のいくつかの利益および利点が言及されるも
のの、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるようには意図されて
いない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク
、および送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、そのうちのいくつ
かは、例として、好まれる態様の以下の説明および図中で例示されている。詳細な説明お
よび図面は、限定するよりむしろ、本開示を単に例示しているものであり、本開示の範囲
は、添付の特許請求の範囲およびそれらの均等物により定義されている。　

　　　　例となるワイヤレス通信システム
【００１６】
　[0028]本明細書で説明される技術は、直交多重化スキームに基づく通信システムを含む
、様々なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用されうる。このような通信
システムの例は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周
波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－Ｆ
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ＤＭＡ）システム等を含む。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデータを同
時に送信するために、十分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシステムは、複数のユー
ザ端末が、送信信号を異なる時間スロットに分割することによって同じ周波数チャネルを
共有することを可能にし得、各時間スロットは異なるユーザ端末に割り当てられる。ＯＦ
ＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分化する変調技法で
ある直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは、トーン、
ビン等とも呼ばれ得る。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアは、データで独立して変調され得
る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅中で分配されるサブキャリア上で送信す
るためにインターリーブされたＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）を、隣接するサブキャリアのブロ
ック上で送信するために局所化された（localized）ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）を、または
隣接するサブキャリアの複数のブロック上で送信するために強化されたＦＤＭＡ（ＥＦＤ
ＭＡ）を利用し得る。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数ドメインにおいて、
およびＳＣ－ＦＤＭＡでは時間ドメインにおいて送られる。
【００１７】
　[0029]本明細書における教示は、様々な有線またはワイヤレス装置（例えば、ノード）
に組み込まれ得る（例えば、様々な有線またはワイヤレス装置内で実装される、または様
々な有線またはワイヤレス装置によって実行される）。いくつかの態様では、本明細書に
おける教示にしたがって実装されるワイヤレスノードは、アクセスポイントまたはアクセ
ス端末を備え得る。
【００１８】
　[0030]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地ト
ランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無
線ルータ、無線トランシーバ、ベーシックサービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービス
セット（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の専門用語を備え
得る、これらとして実装され得る、またはこれらとして知られ得る。
【００１９】
　[0031]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、モバイル局、遠隔局
、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、ユーザ局
、または何らかの他の専門用語を備え得る、これらとして実装され得る、またはこれらと
して知られ得る。いくつかの実装では、アクセス端末は、セルラ電話、コードレス電話、
セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」
）局、パーソナルデジタルアシスタント（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有するハ
ンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの
他の適した処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数
の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、
ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ポータブルコンピューティングデバイス（例
えば、携帯情報端末）、エンターテイメントデバイス（例えば、音楽または映像デバイス
、または衛星ラジオ）、全地球測位システムデバイス、または、ワイヤレス媒体またはワ
イヤード媒体を介して通信するように構成されている任意の他の適したデバイスに組み込
まれ得る。いくつかの態様では、ノードは、ワイヤレスノードである。そのようなワイヤ
レスノードは、例えば、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクを介した、ネットワーク
（例えば、インターネットまたはセルラネットワークのような広域ネットワーク）のため
の接続、またはネットワークまでの接続を提供し得る。
【００２０】
　[0032]以下の説明を参照して、アクセスポイントとユーザデバイスとの間の通信のみが
許可されないだけでなく、それぞれのユーザデバイス間のダイレクト（ピアツーピア）通
信が許可されないことが理解されるだろう。さらに、デバイス（例えば、アクセスポイン
トまたはユーザデバイス）は、様々な条件に従ってユーザデバイスとアクセスポイントと
の間のその行動を変化させ得る。また、１つの物理デバイスは、例えば、異なるチャネル
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上、異なる時間スロット上、またはその両方で複数の役割：ユーザデバイスおよびアクセ
スポイント、複数のユーザデバイス、複数のアクセスポイントを果たし得る。
【００２１】
　[0033]図１は、本開示のある特定の態様に従って、実例的なワイヤレス通信ネットワー
ク１００のブロック図を例示する。通信ネットワーク１００は、アクセスポイント１０２
と、バックボーンネットワーク１０４と、レガシーユーザデバイス１０６と、新規プロト
コルユーザデバイス１１０とを備える。
【００２２】
　[0034]ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）アプリケーションのために構
成される、アクセスポイント１０２は、ユーザデバイス１０６と１１０との間のデータ通
信を容易にし得る。アクセスポイント１０２は、バックボーンネットワーク１０４に結合
されたデバイスとユーザデバイス１０６および１１０のうちの任意の１つまたは複数との
間のデータ通信をさらに容易にし得る。
【００２３】
　[0035]この例では、アクセスポイント１０２およびレガシーユーザデバイス１０６のデ
ータは、レガシープロトコルを使用して互いの間で通信する。レガシープロトコルの１つ
の例は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｄを含む。このプロトコルに従っ
て、アクセスポイント１０２とレガシーユーザデバイス１０６との間のデータ通信は、８
０２．１１ａｄプロトコルに適合するデータフレームの送信を介して達成される。本明細
書でさらに議論されるように、８０２．１１ａｄデータフレームは、ショートトレーニン
グフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）シーケンスおよびチャネル推定フィールド（Ｌ－ＣＥＦ）シ
ーケンスと、ヘッダ（Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ）と、ペイロードデータと、オプションのビーム
フォーミングトレーニングフィールドとから成るプリアンブルを含む。
【００２４】
　[0036]Ｌ－ＳＴＦシーケンスは、ＳＴＦシーケンスの終わりを知らせるために、複数の
連結されたゴーレイシーケンス（Ｇａ128）の後にネガティブゴーレイシーケンス（－Ｇ
ａ128）を含む。Ｌ－ＳＴＦシーケンスは、フレームの残りを正確に受信するための、そ
の自動利得制御（ＡＧＣ）、タイミング、および周波数セットアップをセットアップして
いるときに受信機を支援し得る。
【００２５】
　[0037]単一キャリア（ＳＣ）送信モードの場合では、Ｌ－ＣＥＦは、（以下の連結され
たゴーレイシーケンス（－Ｇｂ128、－Ｇａ128、Ｇｂ128、－Ｇａ128）から成る）Ｇｕ51

2シーケンスの後に（以下の連結されたゴーレイシーケンス（－Ｇｂ128、Ｇａ128、－Ｇ
ｂ128、－Ｇａ128）から成る）Ｇｖ512シーケンスが続き、最後に（－Ｇｂ128と同じ）Ｇ
ｖ128シーケンスが付いているシーケンスとを含む。直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）送
信モードの場合では、Ｌ－ＣＥＦは、Ｇｖ512シーケンスの後にＧｕ512シーケンスが続き
、最後にＧｖ128シーケンスが付いているシーケンスを含む。Ｌ－ＣＥＦは、データフレ
ームが送信されるチャネルの伝達関数または周波数応答を推定しているときに受信機を支
援し得る。
【００２６】
　[0038]８０２．１１ａｄデータフレームにおけるＬ－Ｈｅａｄｅｒは、フレームに関す
る情報を含む。このような情報は、スクランブラー開始フィールドを含み、それは、デー
タのホワイトニング目的のためにヘッダおよびペイロードデータの残りに適用されるスク
ランブリングのためのシードを指定する。Ｌ－Ｈｅａｄｅｒはまた、フレームのデータペ
イロード部分を送信するために使用される１２個の定義された変調およびコーディングス
キーム（ＭＣＳ）の中から１つを示すためにＭＣＳフィールドを含む。Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ
は、オクテットにおけるデータペイロードの長さを示すために長さフィールドを含む。Ｌ
－Ｈｅａｄｅｒはまた、フレームの終わりでオプションのビームフォーミングトレーニン
グシーケンスの長さを示すためにトレーニング長さフィールドを含む。追加として、Ｌ－
Ｈｅａｄｅｒは、オプションのビームフォーミングフィールドが送信または受信に関連す
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るかどうかを示すためにパケットタイプフィールドを含む。さらに、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒは
、ヘッダビットにわたる巡回冗長コード（ＣＲＣ）（例えば、ＣＲＣ－３２）チェックサ
ムを示すためにヘッダチェックサム（ＨＣＳ）フィールドを含む。
【００２７】
　[0039]図１を再び参照すると、レガシーユーザデバイス１０６は、完全な８０２．１１
ａｄデータフレームを復号することが出来る。現在進展中のＩＥＥＥ８０２．１１ａｙの
ような、新規基準またはプロトコルのために後に採用され得る、本明細書で開示される新
規フレームは、いくつかの下位互換性特徴を提供する。本明細書で詳細に議論されるよう
に、新規フレームは、８０２．１１ａｄのプリアンブル（Ｌ－ＳＴＦおよびＬ－ＣＥＦ）
およびＬ－Ｈｅａｄｅｒを含むが、提案された新規プロトコルに関する追加の部分も含む
。その結果、レガシーユーザデバイス１０６は、新規フレームのＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ
、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒを復号するように構成されるが、新規フレームの残りの部分を
復号するようには構成されない。レガシーユーザデバイス１０６は、レガシーユーザデバ
イスと新規プロトコルデバイスとの両方が送信のために同じチャネルを使用するような、
送信衝突回避の目的のために新規フレームの長さを決定するするようネットワーク割り振
りベクトル（ＮＡＶ）を計算するために新規フレームのＬ－Ｈｅａｄｅｒの長さフィール
ド中のデータを復号し得る。
【００２８】
　[0040]新規プロトコルユーザデバイス１１０は、新規フレームのいくつかまたはすべて
の特徴が現在進展中の８０２．１１ａｙプロトコルのために採用され得る、新規データフ
レームを使用してアクセスポイント１０２と通信することができる。本明細書でさらに議
論されるように、新規データフレームは、レガシーのＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、およびＬ
－Ｈｅａｄｅｒフィールドを含む。レガシーフィールドに加えて、新規フレームは、拡張
指向性マルチギガビット（ＥＤＭＧ）Ｈｅａｄｅｒをさらに備える。本明細書でさらに詳
細に議論されるように、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、新規フレームのための様々な属性を
示すために複数のフィールドを備える。このような属性は、ペイロードデータ長さ、ＥＤ
ＭＧ　Ｈｅａｄｅｒに付加された低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）データブロックの
数、空間ストリームの数、ボンデッドチャネルの数、ボンデッドチャネルの最も左（最低
周波数）のチャネル、新規フレームのデータペイロードのための変調コーディングスキー
ム（ＭＣＳ）、および他の情報を含む。上で述べたように、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、
新規フレームのデータペイロード部分ではないペイロードデータと共にさらに付加され得
る。ショートメッセージについて、全体のペイロードデータは、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ
に付加され、その結果、新規フレームの「区分」データペイロード部分を送信するための
必要性を回避し得、それは、フレームに重要なオーバーヘッドを加える。
【００２９】
　[0041]新規データフレームは、より高いデータ変調スキーム、チャネルボンディング、
および多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ構成を介する改善された空間送信を採用するこ
とによってデータスループットを改善する追加の特徴を提供するように構成される。たと
えば、レガシー８０２．１１ａｄプロトコルは、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、および１６ＱＡＭ
の利用可能な変調スキームを含む。新規プロトコルに従って、６４ＱＡＭ、６４ＡＰＳＫ
、１２８ＡＰＳＫ、２５６ＱＡＭ、および２５６ＡＰＳＫのようなより高い変調スキーム
が利用可能である。追加として、複数のチャネルは、データスループットを増大させるた
めにボンドされ（bonded）得る。さらに、そのようなボンデッドチャネルは、ＭＩＭＯア
ンテナ構成を使用して複数の空間送信経由で送信され得る。
【００３０】
　[0042]図２は、アクセスポイント（一般に、第１のワイヤレスノード）とユーザデバイ
ス２５０（一般に、第２のワイヤレスノード）を含むワイヤレス通信ネットワーク２００
のブロックを例示する。アクセスポイント２１０は、ダウンリンクでは送信エンティティ
であり、アップリンクでは受信エンティティである。ユーザデバイス２５０は、アップリ
ンクでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書
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で使用するような「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信す
ることが可能な、独立して動作する装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は
、ワイヤレスチャネルを介してデータを受信することが可能な、独立して動作する装置ま
たはデバイスである。
【００３１】
　[0043]アクセスポイント２１０は、代替としてユーザデバイスであり、ユーザデバイス
２５０は、代替としてアクセスポイントであり得ることを理解されたい。
【００３２】
　[0044]送信データについて、アクセスポイント２１０は、送信データプロセッサ２２０
と、フレームビルダ２２２と送信プロセッサ２２４と、複数のトランシーバ２２６－１か
ら２２６－Ｎと、複数のアンテナ２３０－１から２３０－Ｎとを備える。アクセスポイン
ト２１０はまた、アクセスポイント２１０の動作を制御するためのコントローラ２３４を
備える。
【００３３】
　[0045]動作において、送信データプロセッサ２２０は、データソース２１５からデータ
（例えば、データビット）を受信し、送信のためにデータを処理する。例えば、送信デー
タプロセッサ２２０は、符号化データにデータを符号化し、データシンボルに符号化デー
タを変調し得る。送信データプロセッサ２２０は、異なる変調およびコーディングスキー
ム（ＭＣＳ）をサポートし得る。例えば、送信データプロセッサ２２０は、複数の異なる
コーディングレートのうちの任意の１つでデータを（例えば、低密度パリティチェック（
ＬＤＰＣ）符号化を使用して）符号化し得る。また、送信データプロセッサ２２０は、Ｂ
ＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、６４ＡＰＳＫ、１２８ＡＰＳＫ、２５６Ｑ
ＡＭ、および２５６ＡＰＳＫを含むがこれらに限定されない、複数の異なる変調スキーム
のうちの任意の１つを使用して符号化データを変調し得る。
【００３４】
　[0046]ある態様では、コントローラ２３４は、（例えば、ダウンリンクのチャネル条件
に基づいて）どの変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）を使用するかを指定するコ
マンドを送信データプロセッサ２２０に送り得、送信データプロセッサ２２０は、指定さ
れたＭＣＳに従ってデータソース２１５からのデータを符号化および変調し得る。送信デ
ータプロセッサ２２０は、データスクランブリングおよび／または他の処理のようなデー
タ上での追加の処理を実行し得ることが認識されるべきである。送信データプロセッサ２
２０は、フレームビルダ２２２にデータシンボルを出力する。
【００３５】
　[0047]フレームビルダ２２２は、（パケットとも呼ばれる）フレームを構築し、フレー
ムのペイロードデータ中にデータシンボルを挿入する。フレームは、レガシープリアンブ
ル（例えば、Ｌ－ＳＴＦおよびＬ－ＣＥＦ）、レガシーＬ－Ｈｅａｄｅｒ、ＥＤＭＧ　Ｈ
ｅａｄｅｒ、新規プロトコルプリアンブル（例えば、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　
ＳＴＦ－Ｂ、およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－ＣＥＦ）、データペイロード、およびオプション
のビームトレーニングシーケンス（ＴＲＮ）を含み得る。レガシープリアンブルは、フレ
ームを受信しているときにユーザデバイスを支援するために、レガシーショートトレーニ
ングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）シーケンスおよびレガシーロングチャネル推定フィールド
（Ｌ－ＣＥＦ）を含み得る。Ｌ－ＨｅａｄｅｒおよびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、データ
を符号化および変調するために使用されるＭＣＳおよびデータの長さのようなペイロード
におけるデータに関する情報を含み得る。この情報は、ユーザデバイス２５０がデータを
復調し復号することを可能にし得る。新規プロトコルプリアンブルフィールド、ＥＤＭＧ
　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦは、そのフロントエンド
の自動利得制御（ＡＧＣ）において受信機を支援し、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）中にサ
ンプルを入力するためのタイミングオフセットをセットアップし、フレームが受信された
チャネルの周波数応答を推定する。ペイロード中のデータは、複数のブロックの間で分割
され、各ブロックは、位相トラッキングで受信機を支援するためにガードインターバル（
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ＧＩ）およびデータの一部を含み得る。フレームビルダ２２２は、送信プロセッサ２２４
にフレームを出力する。
【００３６】
　[0048]送信プロセッサ２２４は、ダウンリンク上で送信のためのフレームを処理する。
例えば、送信プロセッサ２２４は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）送信モードのような
異なる送信モードをサポートし得る。この例では、コントローラ２３４は、どの送信モー
ドを使用するかを指定するコマンドを送信プロセッサ２２４に送り得、送信プロセッサ２
２４は、指定された送信モードに従って送信のためのフレームを処理し得る。送信プロセ
ッサ２２４は、ダウンリンク信号の周波数構成があるスペクトル要求を満たすことができ
るようフレームにスペクトルマスクを適用し得る。
【００３７】
　[0049]ある態様では、送信プロセッサ２２４は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信をサポ
ートし得る。これらの態様では、アクセスポイント２１０は、複数のアンテナ２３０－１
から２３０－Ｎと、複数のトランシーバ２２６－１から２２６－Ｎ（例えば、各アンテナ
に対して１つ）とを含み得る。送信プロセッサ２２４は、入来フレーム上で空間処理を実
行し、複数のアンテナのための複数の送信ストリームを提供し得る。トランシーバ２２６
－１から２２６－Ｎは、それぞれ、アンテナ２３０－１から２３０Ｎを介して送信のため
の区別できる空間的に異なる送信信号を生成するために、それぞれの送信フレームストリ
ームを受信し、処理する（例えば、アナログに変換し、増幅し、フィルタ処理し、周波数
アップコンバートする）。
【００３８】
　[0050]送信データについて、ユーザデバイス２５０は、送信データプロセッサ２６０と
、フレームビルダ２６２と、送信プロセッサ２６４と、複数のトランシーバ２６６－１か
ら２６６－Ｎと、複数のアンテナ２７０－１から２７０－Ｎ（例えば、トランシーバごと
に１つのアンテナ）とを備える。ユーザデバイス２５０は、アップリンク上でアクセスポ
イント２１０にデータを送信する、および／または（ピアツーピア通信のために）別のユ
ーザデバイスにデータを送信し得る。ユーザデバイス２５０はまた、ユーザデバイス２５
０の動作を制御するためのコントローラ２７４を備える。
【００３９】
　[0051]動作において、送信データプロセッサ２６０は、データソース２５５からデータ
（例えば、データビット）を受信し、送信のためにデータを処理する（例えば、符号化し
変調する）。送信データプロセッサ２６０は、異なるＭＣＳをサポートし得る。例えば、
送信データプロセッサ２６０は、複数のコーディングレートのうちの任意の１つで（例え
ば、ＬＤＰＣ符号化を使用して）データを符号化し、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、
６４ＱＡＭ、６４ＡＰＳＫ、１２８ＡＰＳＫ、２５６ＱＡＭ、および２５６ＡＰＳＫを含
むがこれらに限定されない、複数の異なる変調スキームのうちの任意の１つを使用して符
号化データを変調し得る。ある態様では、コントローラ２７４は、（例えば、アップリン
グのチャネル条件に基づいて）どのＭＣＳを使用するかを指定するコマンドを送信データ
プロセッサ２６０に送り得、送信データプロセッサ２６０は、指定されたＭＣＳに従って
データソース２５５からのデータを符号化および変調し得る。送信データプロセッサ２６
０は、データ上での追加の処理を実行し得ることが認識されるべきである。送信データプ
ロセッサ２６０は、フレームビルダ２６２にデータシンボルを出力する。
【００４０】
　[0052]フレームビルダ２６２は、フレームを構築し、フレームのペイロードデータ中に
受信データシンボルを挿入する。フレームは、レガシープリアンブル（Ｌ－ＳＴＦおよび
Ｌ－ＣＥＦ）、レガシーＬ－Ｈｅａｄｅｒ、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ、新規プロトコルプ
リアンブル（ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
ＣＥＦ）、データペイロード、およびオプションのビームトレーニングシーケンス（ＴＲ
Ｎ）を含み得る。レガシーおよび新規プロトコルプリアンブルは、フレームを受信してい
るアクセスポイント２１０および／または他のユーザデバイスを支援する。Ｌ－Ｈｅａｄ
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ｅｒおよびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、データを符号化および変調するために使用される
ＭＣＳおよびデータの長さのようなペイロードにおけるデータに関する情報を含み得る。
ペイロード中のデータは、複数のブロックの間で分割され、各ブロックは、位相トラッキ
ングでアクセスポイントおよび／または他のユーザデバイスを支援するガードインターバ
ル（ＧＩ）およびデータの一部を含み得る。フレームビルダ２６２は、送信プロセッサ２
６４にフレームを出力する。
【００４１】
　[0053]送信プロセッサ２６４は、送信のためのフレームを処理する。例えば、送信プロ
セッサ２６４は、ＯＦＤＭ送信モードおよび　ＷＢ　ＳＣ送信モードのような異なる送信
モードをサポートし得る。この例では、コントローラ２７４は、どの送信モードを使用す
るかを指定するコマンドを送信プロセッサ２６４に送り得、送信プロセッサ２６４は、指
定された送信モードに従って送信のためのフレームを処理し得る。送信プロセッサ２６４
は、アップリング信号の周波数構成があるスペクトル要求を満たすことができるようフレ
ームにスペクトルマスクを適用し得る。
【００４２】
　[0054]トランシーバ２６６－１から２６６－Ｍは、１つまたは複数のアンテナ２７０－
１から２７０－Ｍを介した送信のために送信プロセッサ２６４の出力を受信し処理する（
例えば、アナログに変換し、増幅し、フィルタ処理し、周波数アップコンバートする）。
例えば、トランシーバ２６６－１から２６６－Ｍは、６０ＧＨｚ範囲における周波数を有
する送信信号に送信プロセッサ２６４の出力をアップコンバートし得る。
【００４３】
　[0055]ある態様では、送信プロセッサ２６４は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信をサポ
ートし得る。これらの態様では、ユーザデバイス２５０は、複数のアンテナ２７０－１か
ら２７０－Ｍと、複数のトランシーバ２６６－１から２６６－Ｍ（例えば、各アンテナに
対して１つ）とを含み得る。送信プロセッサ２６４は、入来フレーム上で空間処理を実行
し、複数のアンテナ２７０－１から２７０－Ｍのための複数の送信フレームストリームを
提供し得る。トランシーバ２６６－１から２６６－Ｍは、区別できる空間的に異なる送信
信号を生成するために、それぞれの送信フレームストリームを受信し、処理する（例えば
、アナログに変換し、増幅し、フィルタ処理し、周波数アップコンバートする）。
【００４４】
　[0056]データを受信することについて、アクセスポイント２１０は、受信プロセッサ２
４２および受信データプロセッサ２４４を備える。動作において、トランシーバ２２６－
１から２２６－Ｎは、（例えば、ユーザデバイス２５０から）信号を受信し、受信信号を
空間的に処理する（例えば、周波数ダウンコンバートし、増幅し、フィルタ処理し、デジ
タルに変換する）。
【００４５】
　[0057]受信プロセッサ２４２は、トランシーバ２２６－１から２２６－Ｎの出力を受信
し、データシンボルを復元するために出力を処理する。例えば、アクセスポイント２１０
は、フレーム中で（例えばユーザデバイス２５０から）データを受信し得る。この例では
、受信プロセッサ２４２は、フレームのプリアンブルにおけるレガシーＬ－ＳＴＦを使用
してフレームの開始を検出し得る。受信プロセッサ２４２はまた、自動利得制御（ＡＧＣ
）調整のためにＬ－ＳＴＦおよび／またはＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａを使用し得る。受信プロ
セッサ２４２はまた、処理のためにＦＦＴ中に受信信号のサンプルを入力するための適切
な時間ウィンドウを設定および維持するためにＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂを使用し得る。受信
プロセッサ２４２はまた、（フレームのレガシーＬ－ＣＥＦおよび／または新規の適切な
ＥＤＭＧ　ＣＥＦフィールドを使用して）チャネル推定を実行し、チャネル推定に基づい
て受信信号上でチャネル等化を実行し得る。
【００４６】
　[0058]さらに、受信プロセッサ２４２は、ペイロード中のガードインターバル（ＧＩ）
を使用して位相雑音を推定し、推定された位相雑音に基づいて受信信号中の位相雑音を低
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減し得る。位相雑音は、周波数変換のために使用される、ユーザデバイス２５０における
局部発振からの雑音および／またはアクセスポイント２１０における局部発振器からの雑
音に起因し得る。位相雑音はまた、チャネルからの雑音を含み得る。受信プロセッサ２４
２はまた、フレームのヘッダから情報（例えば、ＭＣＳスキーム）を復元し、コントロー
ラ２３４に情報を送り得る。チャネル等化および／または位相雑音低減を実行した後、受
信プロセッサ２４２は、フレームからデータシンボルを復元し、更なる処理のために受信
データプロセッサ２４４に復元したデータシンボルを出力し得る。
【００４７】
　[0059]受信データプロセッサ２４４は、受信プロセッサ２４２からデータシンボル、お
よびコントローラ２３４から対応するＭＳＣスキームのインジケーションを受信する。受
信データプロセッサ２４４は、示されたＭＳＣスキームに従ってデータを復元するために
データシンボルを変調し、復号し、記憶および／またはさらなる処理のためにデータシン
ク２４６に復元されたデータ（例えば、データビット）を出力し得る。
【００４８】
　[0060]上で議論されるように、ユーザデバイス２５０は、ＯＦＤＭ送信フレームを使用
して送信し得る。この場合、受信プロセッサ２４２は、ＯＦＤＭ送信モードに従って受信
信号を処理し得る。また、上で議論されるように、送信プロセッサ２６４は、多入力多出
力（ＭＩＭＯ）送信をサポートし得る。この場合、アクセスポイント２１０は、複数のア
ンテナ２３０－１から２３０－Ｎと、複数のトランシーバ２２６－１から２２６－Ｎ（例
えば、各アンテナに対して１つ）とを含む。各トランシーバは、それぞれのアンテナから
信号を受信および処理する（例えば、周波数ダウンコンバートし、増幅し、フィルタ処理
し、周波数アップコンバートする）。受信プロセッサ２４２は、データシンボルを復元す
るために、トランシーバ２２６－１から２２６－Ｎの出力上で空間処理を実行し得る。
【００４９】
　[0061]データを受信することについて、ユーザデバイス２５０は、受信プロセッサ２８
２および受信データプロセッサ２８４を備える。動作において、トランシーバ２６６－１
から２６６－Ｍは、それぞれのアンテナ２７０－１から２７０－Ｍを介して（例えば、ユ
ーザデバイス２７０から）信号を受信し、受信信号を処理する（例えば、周波数ダウンコ
ンバートし、増幅し、フィルタ処理し、デジタルに変換する）。
【００５０】
　[0062]受信プロセッサ２８２は、トランシーバ２６６－１から２６６－Ｍの出力を受信
し、データシンボルを復元するために出力を処理する。例えば、ユーザデバイス２５０は
、上で議論したように、フレームにおいてデータを（例えば、アクセスポイント２１０ま
たは別のユーザデバイスから）受信し得る。この例では、受信プロセッサ２８２は、フレ
ームのプリアンブル中のレガシーＬ－ＳＴＦを使用してフレームの開始を検出し得る。受
信プロセッサ２８２は、レガシーＬ－ＳＴＦおよび／またはＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａを使用
して自動利得制御（ＡＧＣ）を実行し得る。受信機プロセッサ２８２はまた、処理のため
にＦＦＴ中に受信信号のサンプルを入力するための適切な時間ウィンドウを設定および維
持するためにＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂを使用し得る。受信プロセッサ２８２はまた、（レガ
シーＬ－ＣＥＦおよび／またはフレームの新規の適切なＥＤＭＧ　ＣＥＦを使用して）チ
ャネル推定を実行し、チャネル推定に基づいて受信信号上でチャネル等化を実行し得る。
【００５１】
　[0063]さらに、受信プロセッサ２８２は、ペイロードにおけるガードインターバル（Ｇ
Ｉ）を使用して位相雑音を推定し、推定された位相雑音に基づいて受信信号における位相
雑音を低減し得る。受信プロセッサ２８２はまた、フレームのヘッダから情報（例えば、
ＭＣＳスキーム）を復元し、コントローラ２７４に情報を送り得る。チャネル等化および
／または位相雑音低減を実行した後、受信２８２は、フレームからデータシンボルを復元
し、更なる処理のために受信データプロセッサ２８４に復元したデータシンボルを出力し
得る。
【００５２】
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　[0064]受信データプロセッサ２８４は、受信プロセッサ２８２からデータシンボル、お
よびコントローラ２７４から対応するＭＳＣスキームのインジケーションを受信する。受
信データプロセッサ２８４は、示されたＭＳＣスキームに従ってデータを復元するために
データシンボルを変調し、復号し、記憶および／またはさらなる処理のためにデータシン
ク２８６に復元されたデータ（例えば、データビット）を出力し得る。
【００５３】
　[0065]上で議論されるように、アクセスポイント２１０または別のユーザデバイスは、
ＯＦＤＭ送信モードを使用してデータを送信し得る。この場合、受信プロセッサ２８２は
、ＯＦＤＭ送信モードに従って受信信号を処理し得る。また、上で議論されるように、送
信プロセッサ２２４は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信をサポートし得る。この場合、ユ
ーザデバイス２５０は、複数のアンテナと、複数のトランシーバ（例えば、各アンテナに
対して１つ）とを含み得る。各トランシーバは、それぞれのアンテナから信号を受信およ
び処理する（例えば、周波数ダウンコンバートし、増幅し、フィルタ処理し、周波数アッ
プコンバートする）。受信プロセッサ２８２は、データシンボルを復元するために、トラ
ンシーバの出力上で空間処理を実行し得る。
【００５４】
　[0066]図２に示されるように、アクセスポイント２１０はまた、コントローラ２３４に
結合されたメモリ２３６を備える。メモリ２３６は、コントローラ２３４によって実行さ
れると、コントローラ２３４に、本明細書で説明される動作のうちの１つまたは複数を実
行させる命令を記憶し得る。同様に、ユーザデバイス２５０はまた、コントローラ２７４
に結合されるメモリ２７６を備える。メモリ２７６は、コントローラ２７４によって実行
されると、コントローラ２７４に、本明細書で説明される動作のうちの１つまたは複数を
実行させる命令を記憶し得る。　

　　　　　拡張フレームに共通するフレームフォーマット
【００５５】
　[0067]図３Ａは、本開示のある特定の態様に従って、実例的なフレームまたはフレーム
部分３００の図を例示する。本明細書で説明されるように、本明細書で説明されるフレー
ムフォーマットのすべては、レガシー（８０２．１１ａｄ）フィールド：Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ
－ＣＥＦ、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒから開始する。これらのフィールドは、レガシーユー
ザデバイスおよび新規プロトコルデバイス（例えば、アクセスポイントおよびユーザデバ
イス）によって復号可能であり得る。レガシーフィールドの後、送信は、新規プロトコル
（例えば、「ＮＧ６０」としても知られる、現在進展中の８０２．１１ａｙ）の一部であ
り得る１つまたは複数の様々なフィールドを含む。フレームまたはフレーム部分３００の
新規プロトコルオプションは、オプションとして添付されるペイロードデータと共に拡張
ディレクショナルマルチギガビット（ＥＤＭＧ）Ｈｅａｄｅｒから開始する。レガシーデ
バイスは、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒを復号することが出来ないが、新規プロトコルデバイ
スは、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒを復号することが出来る。
【００５６】
　[0068]図に従って、ｘ－または水平軸は、時間を表し、ｙ－または垂直軸は、周波数を
表す。レガシー（例えば、８０２．１１ａｄ）プロトコル後方互換性の目的のために、フ
レーム３００のレガシーＬ－ＳＴＦは、１．１６マイクロ秒（μｓ）の持続時間を有し、
レガシーＬ－ＣＥＦ部分は、０．７３μｓの持続時間を有し、レガシーＬ－Ｈｅａｄｅｒ
は、０．５８μｓの持続時間を有し得る。ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、０．２９μｓまた
はそれ以上の持続時間を有し得る。フレーム３００が完全なフレームである（フレーム部
分でない）場合では、フレーム３００は、周波数レガシーチャネルを介して送信され、Ｅ
ＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒに添付されたペイロードデータを含み得る。このような構成は、送
信のためのオーバーヘッドを消費し得る、新規フレームフォーマットに従う別個のペイロ
ードデータを必要としないので、ショートメッセージのために有益であり得る。
【００５７】
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　[0069]レガシーＬ－Ｈｅａｄｅｒは、様々なパラメータを指定し、範囲内にあるすべて
の局（例えば、レガシーデバイス、新規プロトコルデバイス、およびアクセスポイント）
によって復号され得る。これらの局は、それらがメッセージを受信するためにまたは送信
するより前に待機しているときにリッスンする。レガシーＬ－Ｈｅａｄｅｒは、データ送
信において使用される変調コーディングスキーム（ＭＣＳ）および送信されるデータの量
を指定する。局は、ネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）を更新するために、本明細
書で説明される新規フレーム（例えば、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＳ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、Ｅ
ＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ、（もし含むならば）ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、（もし含むならば）
ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、（もし含むならば）ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、および（もし含むならば
）ペイロードデータを含むが、ＴＲＮフィールドを除く）のうちの任意のものの全体の持
続時間の長さを計算するためにこれら２つの値を使用する。これは、たとえそれらがデー
タそれ自体を復号することができなくとも、またはたとえそれらがメッセージの意図され
た受信機でなくとも、媒体が別のデバイス（例えば、アクセスポイントまたはユーザデバ
イス）によって使用されることになることを知るのを可能にするメカニズムである。ＮＡ
Ｖの使用は、送信された信号衝突を避けるメカニズムのうちの１つである。
【００５８】
　[0070]レガシー８０２．１１ａｄフレームフォーマットでは、データは、サイズがコー
ドレートに従う、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）ブロック中に置かれ、その後、固
定長さブロック（例えば、６７２ビット）に符号化される。結果は、連結され、その後、
選択されたＭＣＳ（すなわち変調）に従って高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ブロック（変調
シンボルのブロック）に分けられる。受信機で、処理は、逆にされる。低データＭＣＳで
は、１つのＬＤＰＣブロックが１つまたは複数のＦＦＴブロックを要求することになる一
方、高データＭＣＳでは、１つのＦＦＴブロックが１つのＬＤＰＣブロックより多くをホ
ストし得ることに注意されたい。この議論は、より詳細に本明細書において説明されるよ
うに、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒに添付されるＬＤＰＣデータの配置に関する。
【００５９】
　[0071]図３Ｂは、本開示のある特定の態様に従って、実例的なフレームのＥＤＭＧ　Ｈ
ｅａｄｅｒ３５０またはフレーム部分３００を例示する。ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、送
信フレームを受信し復号することが可能な受信機よって使用される送信フレームパラメー
タ（ＭＣＳ、データ長さ、モード、等）を指定する。（目的局ではない）他の局がＥＤＭ
Ｇ　Ｈｅａｄｅｒを変調する必要はない。従って、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒおよび添付さ
れたデータは、目的局に適した高いＭＣＳで送信されることができる。
【００６０】
　[0072]EDMG Ｈｅａｄｅｒ３５０は、以下を備える：（１）ペイロードデータがＥＤＭ
Ｇ　Ｈｅａｄｅｒに添付されるまたは別個のペイロードデータ部分中にあるかどうかに関
わらず、全ての並列チャネル中のオクテットにおいてペイロードデータの長さを指定する
２４ビットを含み得る、ペイロードデータ長さフィールド；（２）ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅ
ｒに添付されるＬＤＰＣデータブロックの数を指定する１０ビットを含み得る、ＬＤＰＣ
ブロックのＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ数。値がゼロ（０）であるとき、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄ
ｅｒにおいてデータの１つ（１）のＬＤＰＣブロックがあることを意味する；（３）送信
されている空間ストリームの数（例えば、１から１６）を表す４ビットを含み得る、空間
ストリームフィールド；（４）ボンデッドチャネルの数（例えば、１つ（１）から（８）
の８０２．１１ａｄ周波数チャネル（および８０２．１１ａｄにおいて利用可能でない追
加のチャネル））を指定する３ビットを含み得る、チャネルフィールド；および（５）ボ
ンデッドチャネルのうちの第１のチャネルのオフセットを指定する３ビットを含み得る、
チャネルオフセット。言い換えれば、チャネルオフセットは、ボンデッドチャネル間の最
低周波数チャネルを識別する。第１のチャネルがすべての利用可能なチャネルの間で最低
の周波数チャネルであるとき、または１つのみのチャネルが使用される（つまりチャネル
ボンディングされない）とき、この値は、ゼロ（０）に設定される。
【００６１】



(17) JP 6591694 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

　[0073]ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ３５０は、以下をさらに備える：（６）フレームのペイ
ロードデータ部分において使用されるＭＣＳを指定する６ビットを含み得る、１１ａｙ　
ＭＣＳフィールド。ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒに添付されたデータがレガシー８０２．１１
ａｄ　ＭＣＳのみを使用する（および新規プロトコルに従ってのみ利用可能であるより高
いＭＣＳを使用しない）ことに注意されたい。新規プロトコルＭＣＳは、６４ＱＡＭ、６
４ＡＰＳＫ、２５６ＱＡＭ、および２５６ＡＰＳＫのような８０２．１１ａｄにおいて利
用可能な変調スキームを超えるより高いスループットの変調スキームを含む；（７）ショ
ートまたはロングＧＩ（ガードインターバル）を示す１ビットを含み得る、ＧＩモードフ
ィールド。（８）ショートまたはロングＦＦＴブロックを示す１ビットを含み得る、ＦＦ
Ｔモードフィールド。（９）ショートまたはロングＬＤＰＣブロックを示す１ビットを含
み得る、ＬＤＰＣモードフィールド。および（１０）設定されたとき、ＭＩＭＯについて
のロングチャネル推定シーケンスの使用を示す、１ビットを含み得るロングＣＥＦフィー
ルド；空間ストリームの数が１つの場合では、このビットは予約される。
【００６２】
　[0074]ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ３５０は、以下をさらに備える：（１１）その時点で予
約される２６ビットを含み得る、予約ビット。送信機は、その時点で０にそれらを設定す
べきである。将来は、これらのビットは、様々な必要性に割り振られ得る；（１２）ベン
ダーによって使用され、相互運用性を要求しない８つのスペアビットを含み得る、専用ビ
ット。受信機は、それらが何なのかわからない限りこれらのビットを破棄すべきである；
および（１３）ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒを合図する１６ビットを含み得る、ＣＲＣフィー
ルド。このフィールドは、受信したＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒの正確さを認証するために受
信機によって使用されるべきである。（ＣＲＣを除く）すべてのビットは、ＣＲＣを計算
するために使用されるだろう。
【００６３】
　[0075]ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ３５０は、正確に同じコンテンツを有する、各々同時に
送信されるチャネル上で送られ得る。この複製は、正確な検出の可能性を増大させるため
に受信機によって使用されることが出来る。受信機は、以下の異なるアルゴリズムを使用
し得る：オプション１：受信機は、（最低の性能だが単純な）１つのチャネルのみを復号
する；オプション２：受信機は、その時点で１つのチャネルのみを復号する。ＣＲＣがパ
スする場合、その後追加チャネルのためのＣＲＣ処理を停止する、そうでない場合、追加
チャネルのためのＣＲＣ処理を試みる。オプション２は、オプション１より性能でより良
くなるが、シリアル処理を要求する；およびオプション３：全てのチャネルを復号し、訂
正されたＣＲＣを有するものを選択する。オプション３は、オプション２と同じ性能を有
するがより早い。
【００６４】
　　　　　単一チャネルＯＦＤＭのためのフレームフォーマット
　[0076]図４は、本開示のある特定の態様に従って、実例的な単一チャネルＯＦＤＭフレ
ーム４００を例示する。ＯＦＤＭフレーム４００は、後方準拠になるためにプレフィック
スとしてレガシー８０２．１１ａｄプリアンブル（Ｌ－ＳＴＦおよびＬ－ＣＥＦ）および
Ｌ－Ｈｅａｄｅｒを維持するべきである。したがって、フレームＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ
、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒのレガシー部分は、レガシー８０２．１１ａｄプロトコルに従
って動作するデバイスによっても、新規プロトコルに従って動作するデバイスによっても
復号可能であり、それは、現在進展中の８０２．１１ａｙプロトコルになることができる
。ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、ＥＤＭＧ　
ＣＥＦ、およびデータペイロードは、新規プロトコルに従って動作するデバイスによって
復号可能であるが、８０２．１１ａｄプロトコルに従って動作するデバイスによって復号
不能である。
【００６５】
　[0077]単一チャネルＯＦＤＭフレーム４００の場合では、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａは、そ
のフレームエンドコンポーネント（例えば、それぞれ電力増幅器（ＰＡ）および低雑音増
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幅器ＬＮＡ）の自動利得制御（ＡＧＣ）におけるフレームの送信機および／または受信機
を支援するように構成される。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－ＡがレガシーＬ－ＳＴＦと同じ周波数
チャネルを介して送信されるので、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａは、送信機および／または受信
機がレガシーＬ－ＳＴＦを使用するＡＧＣを実行し得るときにオプションになり得る。Ｅ
ＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂは、処理のためにＦＦＴ中に受信信号のサンプルを入力するための適
切な時間ウィンドウを設定および維持するように受信機を支援するように構成される。同
様に、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－ＢがレガシーＬ－ＳＴＦと同じ周波数チャネルを介して送信さ
れるので、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂは、受信機がレガシーＬ－ＳＴＦを使用して前述のタイ
ミング動作を実行し得るときにオプションになり得る。ＥＤＭＧ　ＣＥＦは、フレーム４
００が受信されるチャネルのインパルス応答を推定するとき、およびチャネル推定に基づ
いて受信信号上で等化を実行するとき受信機を支援するように構成される。同様に、ＥＤ
ＭＧ　ＣＥＦがレガシーＬ－ＣＥＦと同じ周波数チャネルを介して送信されるので、ＥＤ
ＭＧ　ＣＥＦは、受信機がレガシーＬ－ＣＥＦを使用して前述のチャネル推定を実行し得
るときにオプションになり得る。
【００６６】
　[0078]単一チャネルは、３３６個のデータサブキャリアの８０２．１１ａｄセットを維
持し得る。チャネルスペーシングは、４２０個のサブキャリアに設定され得る。代替とし
て、チャネルスペーシングは、４１８個のサブキャリアに設定され得る。　

　　　　　　　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ
【００６７】
　[0079]上で議論したように、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａは、送信機のフロントエンド（例え
ば、電力増幅器（ＰＡ））の自動利得制御（ＡＧＣ）を実行するために送信機によって使
用されるように、そして、受信機のフロントエンド（例えば、低雑音増幅器（ＬＮＡ））
でＡＧＣを実行するために受信機によって使用されるように構成される。開示の態様に従
って、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａは、対応するフレームのＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介し
て送信される周波数領域疑似ランダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データとして構成
される。
【００６８】
　[0080]周波数領域ＰＲＢＳデータを含むように、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａを構成すること
の目的は、（例えば、周波数領域ＰＲＢＳデータの逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を行
った後の）対応するＯＦＤＭ送信がデータペイロードのＯＦＤＭ送信のより多くを代表す
るピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）であるＰＡＰＲを有することである。したがって、送
信機でＡＧＣを実行するために周波数領域ＰＲＢＳデータを使用することは、ペイロード
データを送信するときに望ましい線形領域中で動作するために、電力増幅器（ＰＡ）の構
成を容易にする。これは、送信機で電力効率を改善し、受信機でペイロードデータの信号
品質を改善する。同様に、受信機でＡＧＣを実行するために周波数領域ＰＲＢＳデータを
使用することは、低雑音増幅器（ＬＮＡ）によって受信信号のひずみを最小化するために
ＬＮＡの構成を容易にする。
【００６９】
　[0081]ゴーレイシーケンスのような、パイロットは、特に、低ＰＡＰＲを有するように
構成され、それ故、ペイロードデータのＰＡＰＲの良い典型ではない。従って、パイロッ
トに基づいてＡＧＣを実行することは、送信機電力増幅器および受信機ＬＮＡがあまりに
高い利得で設定されるという結果をもたらし得る。結果として、電力増幅器および／また
はＬＮＡがデータを増幅しているとき、それらが望まれない非線形領域で動作することが
大いに起こり得、それは、送信され受信された信号をひずませるという結果をもたらし得
る。
【００７０】
　[0082]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａの周波数領域ＰＲＢＳデータは、ＯＦＤＭ送信の１つまた
は複数のＯＦＤＭシンボル間隔の間に非ゼロサブキャリアを介して並列に送信され得る。
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ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａの周波数領域ＰＲＢＳデータは、ＭＩＭＯ送信のための空間Ｑ行列
を使用して空間的に事前コード化され、低減されたＰＡＰＲのための回転γ行列を介して
事前にコード化され得る。加えて、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）は、シンボル間
の遷移を滑らかにするために、対応する時間領域（ＩＦＦＴ）シンボルおよびウィンドウ
イング（windowing）に適用され得る。周波数領域ＰＲＢＳデータは、１６個の直交振幅
変調（ＱＡＭ）または変調の他のタイプを使用して変調され得る。周波数領域ＰＲＢＳデ
ータは、受信機によって前もって既知である。
【００７１】
　[0083]ＭＩＭＯ送信について、第１の送信チェーンサブフレームに属する周波数領域Ｐ
ＲＢＳデータは、対応するフレームの送信および受信の間の意図的でないビームフォーミ
ングの可能性を抑えるまたは低減するために第２の送信チェーンサブフレームにおいて時
間アラインされた手法で送信される別の周波数領域ＰＲＢＳデータと低い相互相関を有す
るように構成され得る。これは、互いに関連する両方の送信チェーンサブフレームにおけ
る周波数領域ＰＲＢＳデータの送信を時間オフセットする（つまり、サイクリック遅延ま
たはシフトする）必要性を取り除く。サイクリック遅延またはシフトは、チャネルに関連
付けられた遅延分散を占めるのに十分な長さではないので、望まれず、それは、受信機で
マルチパス信号を復号する際に誤りにつながり得る。
【００７２】
　[0084]周波数領域ＰＲＢＳデータは、特定の原始多項式に基づいて生成され得る。例え
ば、使用される特定の原始多項式は、ボンデッドチャネルの数および送信チェーンサブフ
レームの数に基づき得る。例えば、以下では、単一チャネル（ＣＢ＝１）、様々なチャネ
ルボンディング構成（ＣＢ＝２（２つのチャネルがボンドされる）、ＣＢ＝３（３つのチ
ャネルがボンドされる）、および（ＣＢ＝４（４つのチャネルがボンドされる）のために
使用され得る特定の原始多項式の例を提供する：　
　　　　　　ＣＢ＝１：　　　　　ｘ9＋ｘ4＋ｘ0　
　　　　　　ＣＢ＝２：　　　　　ｘ10＋ｘ3＋ｘ0　
　　　　　　ＣＢ＝３：　　　　　ｘ11＋ｘ2＋ｘ0　
　　　　　　ＣＢ＝４：　　　　　ｘ11＋ｘ2＋ｘ0　
これらの特定の原始多項式は、単なる例であり、様々なチャネルボンディング構成のため
に他のものが使用され得ることが理解されるだろう。
【００７３】
　[0085]図１１は、本開示のある特定の態様に従って、様々な送信チェーンサブフレーム
およびチャネルボンディング構成のための周波数領域ＰＲＢＳデータを生成するために使
用される原始多項式のための実例的なシーズのテーブルを例示する。最も左の列は、ゼロ
（０）から１１までの送信チャネルインデックスを表し、インデックスゼロ（０）は、単
一送信チェーンサブフレームを表し、インデックス１１は、１２個の送信チェーンサブフ
レームを表す。送信チェーンインデックス列の右側に、チャネルボンディング構成ＣＢ＝
１、ＣＢ＝２、ＣＢ＝３、ＣＢ＝４を表す４つの列がある。
【００７４】
　[0086]特定の送信チェーンインデックスおよび特定のチャネルボンディング構成に対応
するテーブル中の各エントリは、特定の原始多項式のための特定のシーズを表す。例えば
、送信チェーンインデックス０およびチャネルボンディングＣＢ＝１について、シードは
、原始多項式ｘ9＋ｘ4＋ｘ0に対して３である。別の例で、送信チェーンインデックス４
およびチャネルボンディングＣＢ＝2について、シードは、原始多項式ｘ10＋ｘ3＋ｘ0に
対して５１である。別の例で、送信チェーンインデックス８およびチャネルボンディング
ＣＢ＝３について、シードは、原始多項式ｘ11＋ｘ2＋ｘ0に対して２３０である。別の例
で、送信チェーンインデックス１１およびチャネルボンディングＣＢ＝４について、シー
ドは、原始多項式ｘ11＋ｘ2＋ｘ0に対して６５７である。チャネルボンディング構成ＣＢ
＝３について特定の原始多項式がチャネルボンディング構成ＣＢ＝４のためのと同じであ
ることに注意されたい。従って、ＣＢ＝３およびＣＢ＝４構成のための各々の行における
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シーズは、異なるべきである。図１１のテーブルにおける特定のシーズは、単なる例であ
ることを理解されたい。　

　　　　　　　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ
【００７５】
　[0087]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂは、受信信号の対応する周波数領域サンプルを生成するた
めに、並列に処理するために、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）中に入力するための受信信号
のサンプルのウィンドウの選択のためのタイミング制御において受信機を支援するように
構成される。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂは、単一チャネル送信毎に実質的に１つのＯＦＤＭシ
ンボル間隔の長さを有する時間領域シーケンスとして構成される。例として、時間領域シ
ーケンスは、ゴーレイシーケンスとして構成され得る。時間領域シーケンスは、受信機に
よって前もって既知である。時間領域シーケンスは、受信機がシーケンスの開始およびシ
ーケンスの終わりを決定することを可能にする。時間領域シーケンスの長さが１つのＯＦ
ＤＭシンボル間隔であるように構成されるので、受信機は、時間領域シーケンス間隔の次
の各ＯＦＤＭシンボル間隔のための続くＦＦＴ時間ウィンドウを正確に設定することがで
きる。
【００７６】
　[0088]ＭＩＭＯアプリケーションについて、直交時間領域シーケンスのペアは、それぞ
れ、送信チェーンサブフレームの各ペアにおいて時間アラインされた手法で送信される。
これは、データサブフレームのペアが並列してＦＦＴ処理に従うように、受信ＯＦＤＭデ
ータサブフレームのペアのための対応するＦＦＴ入力サンプルウィンドウを設定するため
に時間領域シーケンスを区別することを受信機が可能にする。直交時間領域シーケンスの
各々が異なるチャネル入力応答（ＣＩＲ）に従うので、各送信チェーンサブフレームのＣ
ＩＲは、対応するＦＦＴサンプルウィンドウを設定するときに受信機によって考慮される
。
【００７７】
　[0089]本明細書にさらに詳細に議論されることになるように、３つ（３）の送信チェー
ンサブフレームを含むフレームの場合では、送信チェーンサブフレームのうちの２つのた
めの直交時間領域シーケンスのペアが１つのＯＦＤＭシンボル間隔において送られ、単一
時間領域シーケンスは、別のＯＦＤＭシンボル間隔において送られる。４つ（４）の送信
チェーンサブフレームの場合では、送信チェーンサブフレームのうちの２つのための直交
時間領域シーケンスのペアが１つのＯＦＤＭシンボル間隔において送られ、直交時間領域
シーケンスの別のペアが別のＯＦＤＭシンボル間隔において送られる。
【００７８】
　[0090]時間領域シーケンスの長さは、各サブフレームにおけるボンデッドチャネルの数
に比例し得る。例として、１つの（１）（例えば、単一チャネル）チャネルボンディング
について、時間領域シーケンス基準Ｓｇは、ゴーレイシーケンスの次の連結されたゴーレ
イシーケンスおよびゴーレイシーケンスの部分（短縮された）ブロック中に構成され得る
：　
Ｓｇ＝｛Ｇａ１２８，Ｇｂ１２８，Ｇａ１２８，Ｇｂ１２８（１：４３）｝　
ここで、Ｇｂ１２８（１：４３）は、Ｇｂ１２８シーケンスブロックのうちの第１の４３
複素要素である。
【００７９】
　[0091]２つ（２）（ＣＢ＝２）のチャネルボンディングについて、時間領域シーケンス
基準Ｓｇは、ゴーレイシーケンスの次の連結されたゴーレイシーケンスおよびゴーレイシ
ーケンスの部分（短縮された）ブロック中に構成され得る：　
Ｓｇ＝｛Ｇａ２５６，Ｇｂ２５６，Ｇａ２５６，Ｇｂ２５６（１：８６）｝　
ここで、Ｇｂ１２８（１：８６）は、Ｇｂ２５６シーケンスブロックのうちの第１の８６
複素要素である。
【００８０】
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　[0092]３つ（ＣＢ＝３）のチャネルボンディングについて、時間領域シーケンス基準Ｓ
ｇは、ゴーレイシーケンスの次の連結されたゴーレイシーケンス中に構成され得る：　
Ｓｇ＝｛Ｇａ２５６，Ｇｂ２５６，Ｇａ２５６，Ｇｂ２５６，Ｇａ２５６｝
【００８１】
　[0093]４つ（ＣＢ＝４）のチャネルボンディングについて、時間領域シーケンス基準Ｓ
ｇは、ゴーレイシーケンスの次の連結されたゴーレイシーケンスおよびゴーレイシーケン
スの部分（短縮された）ブロック中に構成され得る：　
Ｓｇ＝｛Ｇａ５１２，Ｇｂ５１２，Ｇａ５１２，Ｇｂ５１２（１：１７１）｝　
ここで、Ｇｂ５１２（１：１７１）は、Ｇｂ５１２シーケンスブロックのうちの第１の１
７１複素要素である。
【００８２】
　[0094]下記は、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂフィールドのために使用され得る直交ゴーレイシ
ーケンスのペアの例を提供する：
【００８３】

【数１】

【００８４】
ここで、ｎは、シーケンスの要素インデックスであり、
【００８５】

【数２】

【００８６】
は、共役要素回転子であり、ｊ・ｃｏｎｊは、複素共役演算である。より詳細に本明細書
において議論されるように、直交シーケンスＳｇ１（ｎ）およびＳｇ２（ｎ）は、それぞ
れ、送信チェーンサブフレームのペアにおけるＯＦＤＭシンボル間隔の全体の持続時間の
間に時間アラインされた手法で送信される。単一送信チェーンサブフレームについて（ま
たは送信チェーンフレームの奇数からなるフレームの非ペアの送信チェーンサブフレーム
について）Ｓｇ１（ｎ）またはＳｇ２（ｎ）のいずれかは、ＯＦＤＭシンボル間隔の全体
の持続時間の間に送信される。
【００８７】
　[0095]シーケンスＳｇ１（ｎ）およびＳｇ２（ｎ）の各々がＯＦＤＭシンボル間隔の全
体の持続時間を占有するために、シーケンスは、例えば、スクエアルートレイズドコサイ
ン（ＳＲＲＣ）アップサンプリング処理によってアップサンプリングされ得る。例えば、
２．６４ＧＨｚの周波数で１つ（ＣＢ＝１）のチャネルボンディングについて、シーケン
スはＳＲＲＣによって６４０個のサンプルにアップサンプリングされ得る。例えば、５．
２８ＧＨｚの周波数で２つ（ＣＢ＝２）のチャネルボンディングについて、シーケンスは
ＳＲＲＣによって１２８０個のサンプルにアップサンプリングされ得る。例えば、７．９
２ＧＨｚの周波数で３つ（ＣＢ＝３）のチャネルボンディングについて、シーケンスはＳ
ＲＲＣによって１９２０個のサンプルにアップサンプリングされ得る。例えば、１０．５
６ＧＨｚの周波数で４つ（ＣＢ＝４）のチャネルボンディングについて、シーケンスはＳ
ＲＲＣによって２５６０個のサンプルにアップサンプリングされ得る。各シーケンスの送
信電力は、フレームまたはサブフレームの送信電力の公称（nominal）（平均）のような
、特定の電力レベルであるように構成され得る。　

　　　　　ＥＤＭＧ　ＣＥＦ
【００８８】
　[0096]ＥＤＭＧ　ＣＥＦは、各送信チェーンサブフレームのためのチャネル推定および
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対応する等化を実行するように受信機を支援するように構成される。ＥＤＭＧ　ＣＥＦは
、それぞれ、ＯＦＤＭ送信の非ゼロサブキャリアを介して送信される周波数領域パイロッ
トのセット（受信機によって前もって知られるシンボル）として構成され得る。各パイロ
ットシンボルは、
【００８９】
【数３】

【００９０】
のいずれかであり得る。周波数領域パイロットのセットは、単一チャネルのための特定の
しきい値でまたは未満で（例えば、４ｄＢでまたは未満のような）ＰＡＰＲを用いて（Ｉ
ＦＦＴを実行した後）ＯＦＤＭ送信を生成するように構成され得る。これは、電力増幅器
（ＰＡ）の圧縮または非線形性に起因して周波数領域パイロットのひずみを最小化するた
めに、送信機ＰＡのより多くの線形領域で周波数領域パイロットの送信を容易にする。周
波数領域パイロットは、低減されたＰＡＰＲのための回転γ行列を使用して処理され、Ｉ
ＦＦＴの後の各シンボルのためのサイクリックプレフィックス（チャネルボンディング毎
に１２０個のアンプル（＝１２８＊ＣＢ））を含むように処理され、隣接した時間領域シ
ンボルの間の送信を平滑化するようにサイクリックプレフィックスの付加の後にウィンド
ウイングし得る。
【００９１】
　[0097]（１つの送信チェーンサブフレームより多くの）ＭＩＭＯアプリケーションにつ
いて、２つ以上の送信チェーンサブフレームのためのＥＤＭＧ　ＣＥＦは、時間アライン
された手法で送信される（つまり、ＥＤＭＧ　ＣＥＦの送信の間のサイクリック遅延また
はシフトがない）。ＥＤＭＧ　ＣＥＦの周波数領域パイロットのセットは、ＮSTS,total

（空間ストリームの合計）によって、およびＮST（非ゼロサブキャリアの数）によってＮ

TX（送信チェーンサブフレームの数）の次元で空間Ｑ行列処理に従わされ得る。加えて、
ＥＤＭＧ　ＣＥＦの周波数領域パイロットの各セットは、受信機が送信チェーンサブフレ
ームのＥＤＭＧ　ＣＥＦを区別することを可能にするためにＰ行列を使用してシンボルダ
イバーシティ処理毎に従わされ得る。２つ、３つ、および４つの送信チェーンサブフレー
ムのためのＰ行列の例は、以下のようになる：
【００９２】
【数４】

【００９３】
Ｐ行列の列は、送信チェーンサブフレームを表し、Ｐ行列の行は、ＯＦＤＭシンボル間隔
次元を表す。Ｐ行列は、サブキャリア基準毎に並列にすべての周波数領域パイロット上で
動作し得る。
【００９４】
　[0098]送信されるサブキャリア毎に送信される周波数領域パイロットシンボルの数は、
空間ストリームＮSTSMAXの合計数に依存し得る。例えば、送信されるパイロットシンボル
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の数は、１、２、３、４、６、８、および１２であり得る。特に、パイロットシンボルの
数は、空間ストリームＮSTSMAXの合計数と同じまたは（シンボルの次の利用可能な数によ
り）より多くなり得る。例えば、パイロットシンボルの数は、ＮSTSMAX＝４に対して４つ
（４）である。パイロットシンボルの数は、ＮSTSMAX＝５に対して６つ（６）である。チ
ャネルボンディングについてボンデッドチャネルは、ボンドされた２つのチャネルの間の
ギャップ中に挿入される１つまたは複数の周波数領域パイロットで単一チャネルのように
見えるべきである。
【００９５】
　[0099]周波数領域パイロットは、１つのチャネルボンディング（ＣＢ＝１）について低
ＰＡＰＲのための経験的に決定されたシーケンスに基づく。他のチャネルボンディングの
場合について周波数領域シーケンスは、チャネル間の周波数ギャップの全てを埋めるため
に、複製および経験的に決定された追加のパイロットによるものであり得る。１より多く
のチャネルボンディング（ＣＢ＞１）のための複製は、ＰＡＰＲを低減するために回転γ
行列を介して周波数領域パイロットを処理することを含む。下記は、様々なボンディング
の場合のための例を提供する：
【００９６】
　[00100]単一チャネル（ＣＢ＝１）について、周波数領域パイロットは、以下のように
構成され得る：　
　　　　　　｛左，　０，０，０，　右｝　
ここで、左は、１７７個のパイロットの最低周波数側のシーケンスであり、０，０，０は
、ヌルサブキャリアであり、右は、１７７個のパイロットのより高い周波数側のシーケン
スである；ここで、左シーケンスは、結果として生じるＰＡＰＲが最小化されるまたは望
まれる低値に設定されることができるように右シーケンスと異なるように構成され得る。
【００９７】
　[00101]２つ（ＣＢ＝2）のチャネルボンディングについて、周波数領域パイロットは、
以下のように構成され得る：　
　　　｛左・γ1,2，３Ｐ，右・γ1,2，３０Ｐ，　０，０，０，３０Ｐ，左・γ2,2，３
Ｐ，右・γ2,2｝　
ここで、左・γ1,2は、γ1,2行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個
のパイロットの同じ左シーケンスであり、３Ｐは、３つのパイロットであり、右・γ1,2

は、γ1,2行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロット
の同じ右シーケンスであり、３０Ｐは、３０個のパイロットのセットであり、０，０，０
は、ヌルサブキャリアであり、３０Ｐは、３０個のパイロットの別のセットであり、左・
γ2,2は、γ2,2行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個のパイロット
の同じ左シーケンスであり、３Ｐは、３つのパイロットであり、右・γ2,2は、γ2,2行列
によって回転されるＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロットの同じ右シーケン
スである。
【００９８】
　[00102]左３０パイロット、ヌルサブキャリア０，０，０、および右３０パイロットが
ギャップ周波数と一致するボンデッドチャネルの部分中に位置されることに注意されたい
。また、３０パイロットのセットの両方は、同じである必要はないし、３パイロットのセ
ットの両方が同じである必要もない。これらのパイロットは、所望されるようなＰＡＰＲ
を設定するように最適化される。
【００９９】
　[00103]３つ（ＣＢ＝３）のチャネルボンディングについて、周波数領域パイロットは
、以下のように構成され得る：　
｛左・γ1,3，３Ｐ，右・γ1,3，６３Ｐ，左・γ2,3　０，０，０，右・γ2,3，６３Ｐ，
左・γ3,3，３Ｐ，右・γ3,3｝　
ここで、左・γ1,3は、γ1,3行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個
のパイロットの同じ左シーケンスであり、３Ｐは、３つのパイロットであり、右・γ1,3
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は、γ1,3行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロット
の同じ右シーケンスであり、６３Ｐは、６３個のパイロットのセットであり、左・γ2,3

は、γ2,3行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個のパイロットの同
じ左シーケンスであり、０，０，０は、ヌルサブキャリアであり、右・γ2,3は、γ2,3行
列によって回転される、ＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロットの同じ右シー
ケンスであり、６３Ｐは、６３個のパイロットの別のセットであり、左・γ3,3は、γ3,3

行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個のパイロットの同じ左シーケ
ンスであり、３Ｐは、３つのパイロットであり、右・γ3,3は、γ3,3行列によって回転さ
れる、ＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロットの同じ右シーケンスである。
【０１００】
　[00104]より低い周波数側上の６３個のパイロットおよびより高い周波数側上の６３個
のパイロットは、ギャップの周波数帯域と一致する。また、６３パイロットのセットの両
方は、同じである必要はないし、３パイロットのセットの両方が同じである必要もない。
これらのパイロットは、所望されるようなＰＡＰＲを設定するように最適化される。
【０１０１】
　[00105]４つ（ＣＢ＝４）のチャネルボンディングについて、周波数領域パイロットは
、以下のように構成され得る：　
　　｛左・γ1,4，３Ｐ，右・γ1,4，６３Ｐ，左・γ2,4，　３Ｐ，右・γ2,4，３０Ｐ，
０，０，０，３０Ｐ，左・γ3,4，３Ｐ，右・γ3,4，６３Ｐ，左・γ4,4，３Ｐ，右・γ4

,4｝　
ここで、左・γ1,4は、γ1,4行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個
のパイロットの同じ左シーケンスであり、３Ｐは、３つのパイロットであり、右・γ1,4

は、γ1,4行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロット
の同じ右シーケンスであり、６３Ｐは、６３個のパイロットのセットであり、左・γ2,4

は、γ2,4行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個のパイロットの同
じ左シーケンスであり、３Ｐは、３つのパイロットであり、右・γ2,4は、γ2,4行列によ
って回転される、ＣＢ＝１の場合にあるような１７７個のパイロットの同じ左シーケンス
であり、３０Ｐは、３０個のパイロットのセットであり、０，０，０は、ヌルサブキャリ
アであり、３０Ｐは、３０個のパイロットの別のセットであり、左・γ3,4は、γ3,4行列
によって回転される、ＣＢ＝１の場合における１７７個のパイロットの同じ左シーケンス
であり、３Ｐは、３個のパイロットであり、右・γ3,4は、γ3,4行列によって回転される
、ＣＢ＝１の場合における１７７個のパイロットの同じ右シーケンスであり、６３Ｐは、
６３個パイロットの別のセットであり、左・γ4,4は、γ4,4行列によって回転される、Ｃ
Ｂ＝１の場合における１７７個のパイロットの同じ左シーケンスであり、３Ｐは、３個の
パイロットであり、右・γ4,4は、γ4,4行列によって回転される、ＣＢ＝１の場合におけ
る１７７個のパイロットの同じ右シーケンスである。
【０１０２】
　[00106]より低い周波数側上の第１の６３Ｐは、より低い周波数ギャップと一致し、３
０Ｐ、０００、３０Ｐは、中間周波数ギャップと一致し、より高い周波数側上の第２の６
３Ｐは、ギャップのより高い周波数帯域と一致する。また、６３パイロットのセットの両
方は、同じである必要はないし、３０パイロットのセットの両方は、同じである必要はな
いし、３パイロットの４つのセットすべてが同じである必要もない。これらのパイロット
は、所望されるようなＰＡＰＲを設定するように最適化される。
【０１０３】
　[00107]上の例は、チャネルスペーシングがチャネル毎に４２０個のサブキャリアに設
定され場合に適用される。４１８個のサブキャリアのチャネルスペーシングについて、上
の例における３０Ｐおよび６３Ｐをそれぞれ２９Ｐおよび６１Ｐにそれぞれ置き換える。
【０１０４】
　[00108]これまでに議論されるように、単一チャネル（ＣＢ＝１）について、周波数領
域パイロットは、４ｄＢまたはそれ未満の所望のＰＡＰＲでＯＦＤＭ送信を生成するよう
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に構成され得る。２つ（ＣＢ＝２）のチャネルボンディングについて、周波数領域パイロ
ットは、５．５ｄＢまたはそれ未満の所望のＰＡＰＲでＯＦＤＭ送信を生成するように構
成され得る。３つ（ＣＢ＝３）のチャネルボンディングについて、周波数領域パイロット
は、７．５ｄＢまたはそれ未満の所望のＰＡＰＲでＯＦＤＭ送信を生成するように構成さ
れ得る。４つ（ＣＢ＝４）のチャネルボンディングについて、周波数領域パイロットは、
８．５ｄＢまたはそれ未満の所望のＰＡＰＲでＯＦＤＭ送信を生成するように構成され得
る。　

　　　　　　　パッドフィールド
【０１０５】
　[00109]実例的なフレームに関連して本明細書にさらに議論されるように、送信チェー
ンサブフレームにおける、レガシープリアンブル（Ｌ－ＳＴＦおよびＬ－ＣＥＦ）、レガ
シーヘッダ（Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ）、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、時間オフセットΔ
Ｔによって互いからオフセット（サイクリック遅延またはシフトされる）。第１の送信チ
ェーンサブフレームのためのＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、およびＥＤＭ
Ｇ　Ｈｅａｄｅｒは、時刻ｔ0で送信され、第２の送信チェーンサブフレームのためのＬ
－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、時刻ｔ0

＋ΔＴで送信され得る。第３の送信チェーンサブフレームのためのＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥ
Ｆ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒは、時刻ｔ0＋Δ２Ｔで送信され
得る。これを行うための理由は、それぞれの送信チェーンサブフレームのこれらの部分の
送信の間の意図していないビームフォーミングを防止するためにである。
【０１０６】
　[00110]しかしながら、これまでに議論されるように、送信チェーンサブフレームのそ
れぞれのＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａは、時間アラインされた手法（つまり、サイクリックシフ
ト無し）で送信される；送信チェーンサブフレームのそれぞれのＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂは
、時間アラインされた手法（つまり、サイクリックシフト無し）で送信される；送信チェ
ーンサブフレームのそれぞれのＥＤＭＧ　ＣＥＦは、時間アラインされた手法（つまり、
サイクリックシフト無し）で送信される。それ故、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　Ｓ
ＴＦ－Ｂ、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦの時間アラインメントを達成するためにパッドは、こ
の部分と、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ
部分との間に挿入される。パッドフィールドの長さは、その後に送信される各送信チェー
ンサブフレームについて減少する。１つの例では、パッドフィールドは、レガシー８０２
．１１ａｄプロトコルにおいて指定される単一キャリア単一チャネルガードインターバル
（ＧＩ）に類似するように構成され得る。例えば、パッドフィールドは、パッドフィール
ドのために要求される長さに基づいて切断され得る長さを持つゴーレイシーケンスを備え
得る。
【０１０７】
　[00111]下記は、上で説明されたような、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
Ｂ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦフィールドを使用する様々なフレームを説明する。
【０１０８】
　[00112]図４は、本開示のある特定の態様に従って、実例的な単一チャネルフレーム４
００を例示する。示されるように、ｘ－または水平軸は、送信時間（左が前で右が後）を
表し、ｙ－または垂直軸は、送信チャネル周波数を表す。フレーム４００は、レガシープ
ロトコル（例えば、８０２．１１ａｄ）に従って動作するアクセスポイントおよびユーザ
デバイスによって復号可能であり得るレガシープリアンブルおよびヘッダフィールド（Ｌ
－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ）を備える。
【０１０９】
　[00113]これまでに議論されるように、これは、周波数チャネルが利用可能であるとき
を決定するためにフレーム４００の長さをレガシーデバイスが決定するように、レガシー
デバイスがネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）を計算するために新規フレーム４０
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０のこの部分を復号するために行う。新規プロトコル（例えば、現在進展中の８０２．１
１ａｙ）に従って動作する新規プロトコルデバイス（アクセスポイントおよびユーザデバ
イス）はまた、フレーム４００のレガシー部分（Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、およびＬ－Ｈ
ｅａｄｅｒ）を復号することができる。
【０１１０】
　[00114]フレーム４００は、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒと、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤ
ＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、またはＥＤＭＧ　ＣＥＦフィールドのうちの少なくとも１つと、デー
タペイロードとを備える。示されないが、フレーム４００（本明細書で説明される他のフ
レーム５００、６００、７００、８００、９００、および１０００）は、送信および／ま
たは受信ビームフォーミング目的のためにデータペイロードの後に送信されるビームトレ
ーニングフィールドを含み得る。新規プロトコルに従って動作するデバイス（アクセスポ
イントおよびユーザデバイス）は、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒと、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、
ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、またはＥＤＭＧ　ＣＥＦフィールドのうちの任意のものと、デー
タペイロードとを復号し得る。しかしながら、これらのフィールドは、レガシープロトコ
ルに従って動作するデバイスによって復号不能である。
【０１１１】
　[00115]フレームの様々なフィールド（Ｌ－ＳＴＦと、Ｌ－ＣＥＦと、Ｌ－Ｈｅａｄｅ
ｒと、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒと、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、また
はＥＤＭＧ　ＣＥＦのうちの少なくとも１つと、データペイロードと）は、その時間順序
において同じ周波数チャネル（例えば、単一８０２．１１ａｄ周波数チャネル）を介して
送信される。単一チャネルフレーム４００について、ＥＤＭＧ　ＣＥＦは、受信機がチャ
ネル推定を実行するためにＬ－ＣＥＦを使用するとき、オプションになり得る。同様に、
ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａは、送信機および／または受信機が自動利得制御（ＡＧＣ）を実行
するためにＬ－ＳＴＦを使用するとき、オプションになり得る。同様に、ＥＤＭＧ　ＳＴ
Ｆ－Ｂは、受信機がＦＦＴ処理を実行するための入力サンプルウィンドウをセットアップ
するためにＬ－ＳＴＦを使用し得るときオプションになり得る（しかしながら、より望ま
しい）。
【０１１２】
　[00116]図５は、本開示のある特定の態様に従って、実例的なチャネルボンデッドフレ
ーム５００を例示する。この例では、フレーム５００は、２つのチャネルボンデッドフレ
ームの例である。再度、ｘ－または水平軸は、送信時間（左が前で右が後）を表し、ｙ－
または垂直軸は、送信チャネル周波数を表す。
【０１１３】
　[00117]特に、フレーム５００は、特に、フレーム５００は、第１の周波数チャネル（
Ｌ－ＳＴＦ　ＣＨ１、Ｌ－ＣＥＳ　ＣＨ１、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ１）を介する
送信についてのレガシー部分と、第２の周波数チャネル（Ｌ－ＳＴＦ　ＣＨ２、Ｌ－ＣＥ
Ｓ　ＣＨ２、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ２）を介する送信についてのレガシー部分と
を備える。例示されるように、Ｌ－ＳＴＦ　ＣＨ１およびＬ－ＳＴＦ　ＣＨ２は、実質的
に時間アラインされた手法（実質的に同じ開始時間、終了時間、および同じ長さを共に有
する）で送信される。同様に、Ｌ－ＣＥＦ　ＣＨ１およびＬ－ＣＥＦ　ＣＨ２は、実質的
に時間アラインされた手法で送信される。そして、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＣＥＦ　ＣＨ１お
よびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ２は、実質的に時間アラインされた手法で送信される。例示
されるように、第１の周波数チャネル（ＣＨ１）と、第２の周波数チャネル（ＣＨ２）と
の間に周波数ギャップがある。再び、これらのレガシー部分は、レガシーデバイスおよび
新規プロトコルデバイスの両方によって復号可能であり得る。
【０１１４】
　[00118]フレーム５００は、第１の周波数チャネルＣＨ１を介する送信についてのＥＤ
ＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ１および第２の周波数チャネルＣＨ２を介する送信についての
ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ２をさらに備える。ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ１およ
びＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ２は、時間アラインされた手法で送信のために構成され
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る。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およびデータペ
イロードフィールドは、第１の周波数チャネル（ＣＨ１）の少なくとも一部および第２の
周波数チャネル（ＣＨ２）の少なくとも一部を含むボンデッドチャネル（ＣＨ１＋ＣＨ２
）を介して送信される。ボンデッドチャネルはまた、第１の周波数チャネルＣＨ１と第２
の周波数チャネルＣＨ２との周波数ギャップを含む。ボンデッドチャネル（ＣＨ１＋ＣＨ
２）はまた、単一チャネルに類似するように（フレーム４００のように）構成され得る。
従って、ボンデッドチャネル（ＣＨ１＋ＣＨ２）におけるギャップ周波数は、ＥＤＭＧ　
ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およびデータペイロードのシンボル、およびＥＤＭＧ　
ＳＴＦ－Ｂの時間領域シーケンスを送信するために使用され得る。新規プロトコルに従っ
て動作するデバイス（アクセスポイントおよびユーザデバイス）は、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄ
ｅｒ　ＣＨ１およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ２と、ボンデッドチャネル（ＣＨ１＋
ＣＨ２）のＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、またはＥＤＭＧ　ＣＥＦフィ
ールドのうちの任意のものと、ボンデッドチャネル（ＣＨ１＋ＣＨ２）のペイロードデー
タとを復号し得る。しかしながら、これらのフィールドは、レガシープロトコルに従って
動作するデバイスによって復号不能である。
【０１１５】
　[00119]図６は、本開示の別の態様に従って、実例的な２つの送信チェーンサブフレー
ムＭＩＭＯフレーム６００を例示する。ＭＩＭＯフレーム６００は、レガシー部分Ｌ－Ｓ
ＴＦ　ＴＸ－１、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－１、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１を含む第１
の送信チェーンサブフレームを備える。第１の送信チェーンサブフレームは、新規プロト
コル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＰＡＤ　ＴＸ－１、　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
Ａ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１、および
データペイロードＴＸ－１を含む。同様に、ＭＩＭＯフレーム６００は、レガシー部分Ｌ
－ＳＴＦ　ＴＸ－２、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２を含む
第２の送信チェーンサブフレームを備える。第２の送信チェーンサブフレームは、新規プ
ロトコル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ－２、　ＥＤＭＧ　ＳＴ
Ｆ－Ａ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、お
よびデータペイロードＴＸ－２を含む。
【０１１６】
　[00120]送信機および／または受信機での意図していないビームフォーミングを防止す
るために、第２の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－２　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ
－２、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ
－２は、第１の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－１　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－
１、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＰＡＤ　ＴＸ－
１の送信に関して時間オフセットΔＴだけ遅延され得る（つまり、２つの送信チェーンの
対応するフィールドの開始および終了が時間オフセット手法で送信される）。
【０１１７】
　[00121]第１および第２の送信チェーンサブフレームの残りのそれぞれの部分は、実質
的に時間アラインされた手法で送信される。例えば、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１お
よびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２は、実質的に時間アラインされた手法で送信される
。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２は、実質的に
時間アラインされた手法で送信される。ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１およびＥＤＭＧ　Ｃ
ＥＦ　ＴＸ－２は、実質的に時間アラインされた手法で送信される。そして、ＥＤＭＧペ
イロードＴＸ－１およびＥＤＭＧペイロードＴＸ－２は、実質的に時間アラインされた手
法で送信される。
【０１１８】
　[00122]例示されるように、ＰＡＤ　ＴＸ－１の長さは、ＰＡＤ　ＴＸ－２の長さより
長い。従って、ＰＡＤ　ＴＸ－１およびＴＸ－２は、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅ
ａｄｅｒ、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒの時間オフセット部分と、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およびデータペイロードの時間アライン
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された部分との間のインターフェースを提供する。前に議論されたように、ＰＡＤ　ＴＸ
－１は、第１の長さのガードインターバル（ＧＩ）を含み、ＰＡＤ　ＴＸ－２は、第２の
長さのガードインターバル（ＧＩ）を含み、ここで、第１の長さは、第２の長さより大き
い。また、前に議論されたように、ＰＡＤ　ＴＸ－１のガードインターバルは、第１の長
さを持つゴーレイシーケンスに基づき、ＰＡＤ　ＴＸ－２のガードインターバルは、第２
の長さを持つゴーレイシーケンスに基づき、第１の長さは、第２の長さより大きい。
【０１１９】
　[00123]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１の周波数領域ＰＲＢＳデータは、特定の原始
多項式についての第１の特定のシードに基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２のＰＲ
ＢＳの周波数領域は、同じ特定の原始多項式についての第２の特定のシードに基づき得る
（図１１を参照）。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１の周波数領域ＰＲＢＳデータは、Ｅ
ＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２の周波数領域ＰＲＢＳと低い相互相関を有する。従って、
送信機および受信機は、独立したＡＧＣが第１および第２のサブフレームＴＸ－１および
ＴＸ－２の両方のために実行されるために、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１およびＥＤ
ＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２の両方の周波数領域ＰＲＢＳデータについて区別することが
できる。
【０１２０】
　[00124]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１の時間領域シーケンスは、上で説明したＳｇ
１（ｎ）（ショートについて「Ｓｇ１」）に基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２は
、上で説明したＳｇ２（ｎ）（ショートについて「Ｓｇ２」）に基づき得る。シーケンス
Ｓｇ１およびＳｇ２の両方は、互いに直交する。従って、受信機は、第１および第２の送
信チェーンサブフレームＴＸ－１およびＴＸ－２から受信したサンプルの実質的に並列な
ＦＦＴ処理を実行するための入力サンプルウィンドウを独立して設定するためにシーケン
スＳｇ１およびＳｇ２を区別することができる。
【０１２１】
　[00125]ＥＤＭＧ　ＴＸ－１およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２の周波数領域パイロッ
トは、周波数領域パイロットの間のシンボルダイバーシティを提供するように、上で議論
されたようにＰ行列によって処理されている。従って、受信機は、受信した第１および第
２のサブフレームＴＸ－１およびＴＸ－２について独立したチャネル推定および等化を実
行するために、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２の周波数
領域パイロットを区別することができる。
【０１２２】
　[00126]図７は、本開示の別の態様に従って、実例的な３つの送信チェーンサブフレー
ムＭＩＭＯフレーム７００を例示する。ＭＩＭＯフレーム７００は、レガシー部分Ｌ－Ｓ
ＴＦ　ＴＸ－１、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－１、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１を含む第１
の送信チェーンサブフレームを備える。第１の送信チェーンサブフレームは、新規プロト
コル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＰＡＤ　ＴＸ－１、　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
Ａ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１、および
データペイロードＴＸ－１を含む。同様に、ＭＩＭＯフレーム７００は、レガシー部分Ｌ
－ＳＴＦ　ＴＸ－２、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２を含む
第２の送信チェーンサブフレームを備える。第２の送信チェーンサブフレームは、新規プ
ロトコル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ－２、　ＥＤＭＧ　ＳＴ
Ｆ－Ａ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、お
よびデータペイロードＴＸ－２を含む。また、ＭＩＭＯフレーム７００は、レガシー部分
Ｌ－ＳＴＦ　ＴＸ－３、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－３、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２を含
む第３の送信チェーンサブフレームを備える。第３の送信チェーンサブフレームは、新規
プロトコル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、ＰＡＤ　ＴＸ－３、　ＥＤＭＧ　Ｓ
ＴＦ－Ａ　ＴＸ－３、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－３、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－３、
およびデータペイロードＴＸ－３をさらに含む。
【０１２３】
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　[00127]送信機および／または受信機での意図していないビームフォーミングを防止す
るために、第２の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－２　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ
－２、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ
－２は、第１の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－１　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－
１、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＰＡＤ　ＴＸ－
１の送信に関して時間オフセットΔＴだけ遅延され得る。そして、第３の送信チェーンサ
ブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－３　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－３、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－
３、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、ＰＡＤ　ＴＸ－３は、第２の送信チェーンサブ
フレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－２　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－２、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２
、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ－２の送信に関して時間オフセット
ΔＴだけ遅延され得る。
【０１２４】
　[00128]第１、第２、および第３の送信チェーンサブフレームの残りのそれぞれの部分
は、以下で注意されるような２～３の例外を持って、実質的に時間アラインされた手法で
送信される。例えば、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－
２、およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３は、実質的に時間アラインされた手法で送信
される。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２は、第
１のＯＦＤＭシンボル間隔において実質的に時間アラインされた手法で送信される。第３
の送信チェーンサブフレームは、第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間の無送信（no transmi
ssion）（空）のために構成される。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－３は、第２のＯＦＤ
Ｍシンボル間隔の間に送信される。第１および第２の送信チェーンサブフレームは、第２
のＯＦＤＭシンボル間隔の間の無送信（空）のために構成される。ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　Ｔ
Ｘ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－３は、実質的に
時間アラインされた手法で送信される。そして、データペイロードＴＸ－１、データペイ
ロードＴＸ－２、およびデータペイロードＴＸ－３は、実質的に時間アラインされた手法
で送信される。
【０１２５】
　[00129]例示されるようにＰＡＤ　ＴＸ－１の長さは、ＰＡＤ　ＴＸ－２の長さより大
きく、それは、次にＰＡＤ　ＴＸ－３の長さより大きい。従って、ＰＡＤ　ＴＸ－１、Ｔ
Ｘ－２、およびＴＸ－３は、時間オフセット部分のＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａ
ｄｅｒ、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒと、時間アラインされた部分のＥＤＭＧ　ＳＴＦ
－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およびデータペイロードとの間のイン
ターフェースを提供する。ＰＡＤ　ＴＸ－１は、第１の長さのガードインターバルは、（
ＧＩ）を含み、ＰＡＤ　ＴＸ－２は、第２の長さのガードインターバル（ＧＩ）を含み、
ＰＡＤ　ＴＸ－３は、第３の長さのガードインターバル（ＧＩ）を含み、ここで、第１の
長さは、第２の長さより大きく、第２の長さは、第３の長さより大きい。また、前に議論
されたように、ＰＡＤ　ＴＸ－１のガードインターバルは、第１の長さを持つゴーレイシ
ーケンスに基づき、ＰＡＤ　ＴＸ－２のガードインターバルは、第２の長さを持つゴーレ
イシーケンスに基づき、ＰＡＤ　ＴＸ－３のガードインターバルは、第３の長さを持つゴ
ーレイシーケンスに基づき、第１の長さは、第２の長さより大きく、第２の長さは、第３
の長さより大きい。
【０１２６】
　[00130]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１の周波数領域ＰＲＢＳデータは、特定の原始
多項式について第１の特定のシードに基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２の周波数
領域ＰＲＢＳデータは、同じ特定の原始多項式について第２の特定のシードに基づき、Ｅ
ＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３のＰＲＢＳの周波数領域は、同じ特定の原始多項式につい
ての第３の特定のシードに基づき得る（図１１を参照）。従って、送信機および受信機は
、独立してＡＧＣが第１、第２、および第３のサブフレームＴＸ－１、ＴＸ－２、および
ＴＸ－３のために実行されるように、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴ
Ｆ－Ａ　ＴＸ－２、およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３の周波数領域ＰＲＢＳデータ
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について区別することができる。
【０１２７】
　[00131]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１の時間領域シーケンスは、上で説明したＳｇ
１（ｎ）に基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２は、上で説明したＳｇ２（ｎ）に基
づき得る。シーケンスＳｇ１およびＳｇ２の両方は、互いに直交する。従って、受信機は
、第１および第２の送信チェーンサブフレームＴＸ－１およびＴＸ－２から受信したサン
プルの実質的に並列なＦＦＴ処理を実行するための受信したサンプルウィンドウを独立し
て設定するために、シーケンスＳｇ１およびＳｇ２を区別することができる。ＥＤＭＧ　
ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－３は、Ｓｇ１（図７に示されるような）またはＳｇ２シーケンスの何
れかに基づき得る。
【０１２８】
　[00132]ＥＤＭＧ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ
　ＴＸ－３の周波数領域パイロットは、周波数領域パイロットの間のシンボルダイバーシ
ティを提供するように、上で議論されたように３Ｘ３Ｐ行列によって処理されている。従
って、受信機は、受信した第１、第２、第３のサブフレームＴＸ－１、ＴＸ－２、および
ＴＸ－３について独立したチャネル推定および等化を実行するために、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ
　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－３の周波数
領域パイロットを区別することができる。
【０１２９】
　[00133]図８は、本開示の別の態様に従って、実例的な４つの送信チェーンＭＩＭＯフ
レーム８００を例示する。ＭＩＭＯフレーム８００は、レガシー部分Ｌ－ＳＴＦ　ＴＸ－
１、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－１、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、および新規プロトコル
部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＰＡＤ　ＴＸ－１、　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　
ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１、およびデー
タペイロードＴＸ－１を含む第１の送信チェーンサブフレームを備える。ＭＩＭＯフレー
ム７００は、レガシー部分Ｌ－ＳＴＦ　ＴＸ－２、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびＬ－Ｈ
ｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、および新規プロトコル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、
ＰＡＤ　ＴＸ－２、　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－
２、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、およびデータペイロードＴＸ－２を含む第２の送信チ
ェーンサブフレームをさらに備える。
【０１３０】
　[00134]ＭＩＭＯフレーム８００は、レガシー部分Ｌ－ＳＴＦ　ＴＸ－３、Ｌ－ＣＥＦ
　ＴＸ－３、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、および新規プロトコル部分ＥＤＭＧ　
Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、ＰＡＤ　ＴＸ－３、　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３、ＥＤ
ＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－３、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－３、およびデータペイロードＴ
Ｘ－３を含む第３の送信チェーンサブフレームを備える。ＭＩＭＯフレーム８００は、レ
ガシー部分Ｌ－ＳＴＦ　ＴＸ－４、Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－４、およびＬ－Ｈｅａｄｅｒ　Ｔ
Ｘ－４、および新規プロトコル部分ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－４、ＰＡＤ　ＴＸ－
４、　ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－４、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－４、ＥＤＭＧ　
ＣＥＦ　ＴＸ－４、およびデータペイロードＴＸ－４を含む第４の送信チェーンサブフレ
ームをさらに備える。
【０１３１】
　[00135]送信機および／または受信機での意図していないビームフォーミングを防止す
るために、第２の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－２　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ
－２、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ
－２は、第１の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－１　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－
１、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－１、ＰＡＤ　ＴＸ－
１の送信に関して時間オフセットΔＴだけ遅延され得る。そして、第３の送信チェーンサ
ブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－３　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－３、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－
３、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、ＰＡＤ　ＴＸ－３は、第２の送信チェーンサブ



(31) JP 6591694 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

フレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－２　Ｌ－ＣＥＦ　ＴＸ－２、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２
、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－２、ＰＡＤ　ＴＸ－２の送信に関して時間オフセット
ΔＴだけ遅延され得る。第４の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－４　Ｌ－
ＣＥＦ　ＴＸ－３、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－４、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－４、
ＰＡＤ　ＴＸ－４は、第３の送信チェーンサブフレームのＬ－ＳＴＦ　ＴＸ－３　Ｌ－Ｃ
ＥＦ　ＴＸ－３、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＴＸ－３、Ｐ
ＡＤ　ＴＸ－３の送信に関して時間オフセットΔＴだけ遅延され得る。
【０１３２】
　[00136]第１、第２、および第３の送信チェーンサブフレームの残りのそれぞれの部分
は、以下で注意されるような２～３の例外を持って、実質的に時間アラインされた手法で
送信される。例えば、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－
２、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３、およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３は、実質
的に時間アラインされた手法で送信される。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１およびＥＤ
ＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２は、第１のＯＦＤＭシンボル間隔において実質的に時間アラ
インされた手法で送信される。第３および第４の送信チェーンサブフレームは、第１のＯ
ＦＤＭシンボル間隔の間の無送信（空）のために構成される。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　Ｔ
Ｘ－３およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－４は、第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間に送
信される。第１および第２の送信チェーンサブフレームは、第２のＯＦＤＭシンボル間隔
の間の無送信（空）のために構成される。ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥ
Ｆ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－３、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－４は、実
質的に時間アラインされた手法で送信される。そして、データペイロードＴＸ－１、デー
タペイロードＴＸ－２、データペイロードＴＸ－３、およびデータペイロードＴＸ－４は
、実質的に時間アラインされた手法で送信される。
【０１３３】
　[00137]例示されるようにＰＡＤ　ＴＸ－１の長さは、ＰＡＤ　ＴＸ－２の長さより大
きく、それは、次にＰＡＤ　ＴＸ－３の長さより大きく、それは、次にＰＡＤ　ＴＸ－３
の長さより大きい。従って、ＰＡＤ　ＴＸ－１、ＴＸ－２、ＴＸ－３、およびＴＸ-4は、
Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、およびＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒの時間オフ
セット部分と、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およ
びデータペイロードの時間アラインされた部分との間のインターフェースを提供する。Ｐ
ＡＤ　ＴＸ－１、ＴＸ－２、ＴＸ－３，およびＴＸ０４は、それぞれ第１、第２、第３お
よび第４の長さのガードインターバル（ＧＩ）をそれぞれ含み、そこで、第１の長さは、
第２の長さより大きく、第２の長さは、第３の長さより大きく、第３の長さは、第４の長
さより大きい。また、前に議論されたように、ＰＡＤ　ＴＸ－１、ＴＸ－２、ＴＸ－３、
およびＴＸ－４のガードインターバル（ＧＩ）は、それぞれ、減少順の第１、第２、第３
、第４の長さのそれぞれのゴーレイシーケンスに基づき得る。
【０１３４】
　[00138]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１の周波数領域ＰＲＢＳデータは、特定の原始
多項式について第１の特定のシードに基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２の周波数
領域ＰＲＢＳデータは、同じ特定の原始多項式について第２の特定のシードに基づき、Ｅ
ＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３の周波数領域ＰＲＢＳデータは、同じ特定の原始多項式に
ついて第３の特定のシードに基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－４のＰＲＢＳの周波
数領域は、同じ特定の原始多項式についての第４の特定のシードに基づき得る（図１１を
参照）。従って、送信機および受信機は、独立してＡＧＣが第１、第２、第３、および第
４のサブフレームＴＸ－１、ＴＸ－２、ＴＸ－３、およびＴＸ－４のために実行されるよ
うに、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　
ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－３、およびＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ　ＴＸ－４の周波数領域ＰＲＢＳデ
ータについて区別することができる。
【０１３５】
　[00139]ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－１の時間領域シーケンスは、上で説明したＳｇ
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１（ｎ）に基づき、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－２は、上で説明したＳｇ２（ｎ）に基
づき得る。シーケンスＳｇ１およびＳｇ２の両方は、互いに直交する。従って、受信機は
、第１および第２の送信チェーンサブフレームＴＸ－１およびＴＸ－２から受信したサン
プルの実質的に並列なＦＦＴ処理を実行するための受信したサンプルウィンドウを独立し
て設定するシーケンスＳｇ１およびＳｇ２を区別することができる。ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
Ｂ　ＴＸ－３の時間領域シーケンスは、上で説明したＳｇ１（ｎ）に基づき、ＥＤＭＧ　
ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－４は、上で説明したＳｇ２（ｎ）に基づき得る。シーケンスＳｇ１お
よびＳｇ２の両方は、互いに直交する。従って、受信機は、第３および第４の送信チェー
ンサブフレームＴＸ－３およびＴＸ－４から受信したサンプルの実質的に並列なＦＦＴ処
理を実行するための受信したサンプルウィンドウを独立して設定するために、シーケンス
Ｓｇ１およびＳｇ２を区別することができる。
【０１３６】
　[00140]ＥＤＭＧ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ
－３、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－４の周波数領域パイロットは、周波数領域パイロ
ットの間のシンボルダイバーシティを提供するように、上で議論されたように４Ｘ４Ｐ行
列によって処理されている。従って、受信機は、受信した送信サブフレームＴＸ－１、Ｔ
Ｘ－２、ＴＸ－３、およびＴＸ－４について独立したチャネル推定および等化を実行する
ために、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－１、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－２、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ
　ＴＸ－３、およびＥＤＭＧ　ＣＥＦ　ＴＸ－４の周波数領域パイロットを区別すること
ができる。
【０１３７】
　[00141]図９は、本開示の別の態様に従って、実例的な６つの送信チェーンＭＩＭＯフ
レーム９００を例示する。ＭＩＭＯフレーム９００は、４つの送信チェーンＭＩＭＯフレ
ーム８００のそれと類似するが、追加の２つの送信チャネルサブフレームＴＸ－５および
ＴＸ－６（ＭＩＭＯフレーム８００を形成するためにＭＩＭＯフレーム６００に２つの追
加の送信チェーンサブフレームを加えているのと類似する）を含む。従って、ＭＩＭＯフ
レーム９００を構成する詳細は、明白である。
【０１３８】
　[00142]注目すべきことについて６つの送信チェーンサブフレームがあるので、３つの
ＯＦＤＭシンボル間隔は、すべて送信チェーンのＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂを送信するように
使用される。第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間、シーケンスＳｇ１を持つＥＤＭＧ　ＳＴ
Ｆ－Ｂ　ＴＸ－１およびシーケンスＳｇ２を持つＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ２は、実質
的に時間アラインされた手法で送信される。第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間、送信チェ
ーンサブフレームＴＸ３からＴＸ６は、無送信（空）のために構成される。第２のＯＦＤ
Ｍシンボル間隔の間、シーケンスＳｇ１を持つＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－３およびシ
ーケンスＳｇ２を持つＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ４は、実質的に時間アラインされた手
法で送信される。第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間、送信チェーンサブフレームＴＸ５お
よびＴＸ６は、無送信（空）のために構成される。第３のＯＦＤＭシンボル間隔の間、シ
ーケンスＳｇ１を持つＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ－５およびシーケンスＳｇ２を持つＥ
ＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ　ＴＸ６は、実質的に時間アラインされた手法で送信される。第３の
ＯＦＤＭシンボル間隔の間、送信チェーンサブフレームＴＸ１からＴＸ４は、無送信（空
）のために構成される。
【０１３９】
　[00143]ＯＦＤＭフレームは、８、１０、および１２のような、任意の偶数の送信チェ
ーンを含むように構成される。このような場合では、対応するＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂを送
信するために必要とされるＯＦＤＭシンボル間隔の数は、それぞれ、４、５、および６で
ある。同様に、ＯＦＤＭフレームは、５、７、９、および１１のような、任意の奇数の送
信チェーンを含むように構成される。このような場合では、対応するＥＤＭＧ　ＳＴＦ－
Ｂを送信するために必要とされるＯＦＤＭシンボル間隔の数は、それぞれ、３、４、５、
および７である。
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【０１４０】
　[00144]図１０は、本開示のある特定の態様に従って、実例的な２つの送信チェーンお
よび２つのチャネルボンデッドＭＩＭＯフレーム１０００を例示する。ＭＩＭＯフレーム
１０００は、それぞれ、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　Ｃｈ１とＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　Ｃ
Ｈ２との間の送信時間および対応するボンデッドチャネルに位置している２つのＰＡＤ　
ＣＨ１およびＣＨ２があるという例外を持つ、フレーム５００のそれに類似するように構
成され得る、第１の送信チェーンサブフレームＴＸ－１を備える。
【０１４１】
　[00145]ＭＩＭＯフレーム１０００は、それぞれ、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ１と
ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ　ＣＨ２との間の送信時間および対応するボンデッドチャネルに
位置している２つのＰＡＤ　ＣＨ１およびＣＨ２があるというおなじ例外を持つ、フレー
ム５００のそれに類似するように構成され得る、第２の送信チェーンサブフレームＴＸ-2
を備える。加えて、第２の送信チェーンＴＸ－２のＬ－ＳＴＦ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａ
ｄｅｒ、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ、ＰＡＤは、第１の送信チェーンサブフレームＬ－ＳＴ
Ｆ、Ｌ－ＣＥＦ、Ｌ－Ｈｅａｄｅｒ、ＥＤＭＧ　Ｈｅａｄｅｒ、ＰＡＤの送信に関して時
間オフセットΔＴだけ遅延されるように構成される。
【０１４２】
　[00146]第１の送信チェーンＴＸ－１のＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ
、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およびデータペイロードは、第２の送信チェーンサブフレームＴＸ
－２のＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ａ、ＥＤＭＧ　ＳＴＦ－Ｂ、ＥＤＭＧ　ＣＥＦ、およびデータ
ペイロードと時間アラインされた手法で送信される。従って、前に議論されたように、第
１の送信チェーンサブフレームＴＸ－１のための長さＰＡＤは、第２の送信チェーンサブ
フレームＴＸ－２のＰＡＤの長さより大きい。
【０１４３】
　[00147]図１２は、本開示のある特定の態様に従って、実例的なデバイス１２００を例
示する。デバイス１２００は、本明細書に説明される動作のうちの１つまたは複数を実行
するアクセスポイントまたはユーザデバイスにおいて動作するように構成され得る。デバ
イス１２００は、処理システム１２２０、および処理システム１２２０に結合されるメモ
リ１２１０を含み得る。メモリ１２１０は、処理システム１２２０によって実行されると
、処理システム１２２０に、本明細書で説明される動作のうちの１つまたは複数を実行さ
せる命令を記憶し得る。処理システム１２２０の実例的なインプリメンテーションは以下
で提供される。デバイス１２００はまた、処理システム１２２０に結合される送信機／受
信機インターフェース１２３０を備える。インターフェース１２３０（例えば、インター
フェースバス）は、以下にさらに説明されるように、無線周波数（ＲＦ）フロントエンド
（例えば、トランシーバ２２６－１から２２６－Ｎまたは２６６－１から２６６－Ｍ）に
処理システムをインターフェースするように構成され得る。
【０１４４】
　[00148]ある態様では、処理システム１２２０は、以下：本明細書で説明される動作の
１つまたは複数を実行するための、送信データプロセッサ（例えば、送信データプロセッ
サ２２０または２６０）、フレームバッファ（例えば、フレームバッファ２２２または２
６２）、送信プロセッサ（例えば、送信プロセッサ２２４または２６４）、および／また
はコントローラ（例えば、コントローラ２３４または２７４）のうちの１つまたは複数を
含み得る。これらの態様では、処理システム１２２０は、フレームを生成し、（アクセス
ポイントまたはユーザデバイスに）ワイヤレス送信のためのインターフェースを介してＲ
Ｆフロントエンド（例えば、トランシーバ２２６－１から２２６－Ｎまたは２６６－１か
ら２６６－Ｍ）にフレームを出力し得る。
【０１４５】
　[00149]ある態様では、処理システム１２２０は、以下：本明細書で説明される動作の
１つまたは複数を実行するための、受信プロセッサ（例えば、受信プロセッサ２４２また
は２８２）、受信データプロセッサ（例えば、受信データプロセッサ２４４または２８４
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）、および／またはコントローラ（例えば、コントローラ２３４または２７４）のうちの
１つまたは複数を含み得る。これらの態様では、処理システム１２２０は、上で議論した
態様のうちの任意の１つまたは複数に従って、ＲＦフロントエンド（例えば、トランシー
バ２２６－１から２２６－Ｎまたは２６６－１から２６６－Ｍ）からフレームを受信し、
フレームを処理し得る。
【０１４６】
　[00150]ユーザデバイスの場合では、デバイス１２００は、処理システム１２２０に結
合されるユーザインターフェース１２４０を含み得る。ユーザインターフェース１２４０
は、ユーザ（キーパッド、マウス、ジョイスティック、等）からデータを受信し、処理シ
ステム１２２０にデータを提供するように構成され得る。ユーザインターフェース１２４
０はまた、処理システム１２２０からユーザにデータを出力するように構成され得る。こ
の場合では、データは、ユーザに出力する前に追加の処理を受け得る。アクセスポイント
２１０の場合では、ユーザインターフェース１２４０は、除外され得る。
【０１４７】
　[00151]上述された方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意の
好適な手段によって実行され得る。手段は、これらに限定されないが、回路、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、または、プロセッサを含む、様々なハードウェアならびに／あ
るいは（１つまたは複数の）ソフトウェアのコンポーネントおよび／または（１つまたは
複数の）モジュールを含み得る。一般に、図で例示される動作が存在する場合、それらの
動作は、同様の参照番号を持つ対応する同等の（counterpart）ミーンズプラスファンク
ションコンポーネントを有し得る。
【０１４８】
　[00152]例えば、生成するための手段またはフレームを構成するための手段のいくつか
の例は、処理システム１２２０、フレームビルダ２２２、およびフレームビルダ２６２を
含む。送信のためのフレームを出力するための手段のいくつかの例は、送信／受信インタ
ーフェース１２３０、送信プロセッサ２２４、および送信プロセッサ２６４を含む。
【０１４９】
　[00153]いくつかの場合では、フレームを実際に送信するのではなく、デバイスは、送
信のためにフレームを出力するためのインターフェース（出力するための手段）を有し得
る。たとえば、プロセッサは、送信のために無線周波数（ＲＦ）フロントエンドに、バス
インターフェースを介して、フレームを出力し得る。同様に、フレームを実際に受信する
のではなく、デバイスは、別のデバイスから受信されたフレームを取得するためのインタ
ーフェース（取得するための手段）を有し得る。たとえば、プロセッサは、受信のために
ＲＦフロントエンドから、バスインターフェースを介して、フレームを取得（または受信
）し得る。
【０１５０】
　[00154]本明細書で使用される場合、「決定すること」という用語は、幅広いアクショ
ンを包含する。たとえば、「決定する」は、計算する、コンピューティングする、処理す
る、導出する、調査する、検索する（たとえば、表、データベース、または別のデータ構
造を検索する）、確定する等を含み得る。また、「決定する」は、受信する（たとえば、
情報を受信する）、アクセスする（たとえば、メモリにおけるデータにアクセスする）等
を含み得る。また、「決定する」は、解消する、選択する、選ぶ、確立する等を含み得る
。
【０１５１】
　[00155]本明細書で使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す
フレーズは、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。例として、「ａ
、ｂ、またはｃ：のうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、
およびａ－ｂ－ｃと、ならびに同様の要素の倍数との任意の組み合わせ（例えば、ａ－ａ
、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ
、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃの任意の他の順序）
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をカバーするように意図されている。
【０１５２】
　[00156]本開示に関連して説明される様々な例示の論理ブロック、モジュールおよび回
路は、ここに説明された機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、デジタルシ
グナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、
ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネ
ント、あるいはそれらの任意の組み合わせを用いてインプリメントまたは実行され得る。
汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、その代わりに、プロセッサは、あら
ゆる商業的に利用可能なプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステ
ートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たと
えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコ
アと連結した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、またはあらゆる他のそのような構成
、としてもインプリメントされ得る。
【０１５３】
　[00157]本明細書で説明されるように処理は、上で議論されるような任意のデジタル手
段およびまたは任意のアナログ手段あるいは回路によって実行され得る。
【０１５４】
　[00158]本開示に関連して説明されたアルゴリズムまたは方法のステップは、ハードウ
ェアにおいて直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにおいて
、またはその２つの組合せで、具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、当該技術分
野で知られているあらゆる形態の記憶媒体に存在し得る。使用されうる記憶媒体のいくつ
かの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュ
メモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディス
ク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ等を含む。ソフトウェアモジュールは、単一の
命令または多くの命令を備え得、いくつかの異なるコードセグメントにわたって、異なる
プログラム間で、および複数の記憶媒体中で、分配され得る。記憶媒体は、プロセッサが
記憶媒体から情報を読み取りうるように、および記憶媒体に情報を書き込みうるように、
プロセッサに結合され得る。代わりとして、記憶媒体はプロセッサに不可欠あり得る。
【０１５５】
　[00159]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つ又は複数
のステップ又はアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、請求
項の範囲から逸脱することなく互いに置き換えられ得る。言い換えると、ステップまたは
動きの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／または動きの順序お
よび／または使用は、請求項の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１５６】
　[00160]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこ
れらの任意の組合せにおいてインプリメントされ得る。ハードウェアにおいて実行される
場合、例となるハードウェア構成は、ワイヤレスノードにおいて処理システムを備え得る
。処理システムは、バスアーキテクチャで実装され得る。バスは、処理システムの特定の
アプリケーションおよび全設計制約に依存して、あらゆる数の相互接続するバスおよびブ
リッジを含み得る。バスは、プロセッサ、機械可読媒体、およびバスインターフェースを
含む様々な回路を互いにリンクさせ得る。バスインターフェースは、ネットワークアダプ
タを、特に、バスを介して処理システムに接続するために使用され得る。ネットワークア
ダプタは、ＰＨＹレイヤの信号処理機能をインプリメントするために使用され得る。ユー
ザデバイス１０６および１２０（図１参照）のうちの任意の場合において、ユーザインタ
ーフェース（例えば、キーパッド、ディスプレイ、マウス、ジョイスティック、等）もま
た、バスに接続され得る。バスはまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ
、電力管理回路、および同様のものといった、様々な他の回路をリンクさせ得るが、これ
らは、当該技術において周知であるので、これ以上説明されないであろう。
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【０１５７】
　[00161]プロセッサは、バスの管理と、機械可読媒体上に記憶されたソフトウェアの実
行を含む汎用処理と、を担い得る。プロセッサは、１つまたは複数の汎用および／または
専用プロセッサで実装されうる。例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、Ｄ
ＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行しうる他の回路を含む。ソフトウェアは、ソ
フトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、
または他の形で称されるかどうかに関わらず、命令、データ、またはそれらのあらゆる組
合せを意味するように広く解釈されるものとする。機械可読媒体は、例として、ＲＡＭ（
ランダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ）、ＰＲＯ
Ｍ（プログラマブル読み取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能なプログラマブル読み
取り専用メモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログラマブル読み取り専用メモ
リ）、レジスタ、磁気ディスク、光学ディスク、ハードドライブ、またはあらゆる他の適
した記憶媒体、あるいはそれらのあらゆる組合せを含みうる。機械可読媒体は、コンピュ
ータプログラム製品において具現化され得る。コンピュータプログラム製品は、パッケー
ジ材料を備え得る。
【０１５８】
　[00162]ハードウェアインプリメンテーションにおいて、機械可読媒体は、プロセッサ
とは別個の処理システムの一部であり得る。しかしながら、当業者が容易に認識すること
になるように、機械可読媒体、またはそのいずれの部分も、処理システムの外部にあるこ
とがある。例として、機械可読媒体は、伝送回線、データによって変調されたキャリア波
、および／またはワイヤレスノードとは別個のコンピュータ製品を含み得、それら全てが
、バスインターフェースを通じてプロセッサによってアクセスされ得る。代わりとして、
または加えて、機械可読媒体、またはそのいずれの部分も、キャッシュおよび／または汎
用レジスタファイルが用いられうるような場合、プロセッサに統合され得る。
【０１５９】
　[00163]処理システムは、プロセッサ機能を提供する１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、および機械可読媒体の少なくとも一部分を提供する外部メモリを有し、すべてが外
部バスアーキテクチャを通して他のサポート回路と共にリンクされている、汎用処理シス
テムとして構成され得る。代わりとして、処理システムは、プロセッサ、バスインターフ
ェース、アクセス端末の場合では）ユーザインターフェース、サポート回路、および単一
のチップに統合された機械可読媒体の少なくとも一部分をもつＡＳＩＣ（特定用途向け集
積回路）で、あるいは１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレ
イ）、ＰＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、ステートマシン、ゲート
論理回路、ディスクリートハードウェアコンポーネント、もしくは何らかの他の適した回
路、または本開示全体を通じて説明されている様々な機能を実行しうる回路のあらゆる組
合せで、インプリメントされ得る。当業者は、特定のアプリケーションおよびシステム全
体に課された全設計制約に依存して、処理システムについて説明された機能をどのように
実行することが最善かを認めるだろう。
【０１６０】
　[00164]機械可読媒体は、多くのソフトウェアモジュールを備え得る。ソフトウェアモ
ジュールは、プロセッサによって実行されるときに、様々な機能を処理システムに行わせ
る命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールおよび受信モジュールを含む
ことができる。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶デバイスに内在しうる、または
、複数の記憶デバイスにわたって分散され得る。例として、ソフトウェアモジュールは、
トリガイベントが生じたときに、ハードドライブからＲＡＭにロードされ得る。ソフトウ
ェアモジュールの実行中、プロセッサは、アクセススピードを増加させるために、命令の
うちのいくつかをキャッシュにロードし得る。その後、１つまたは複数のキャッシュライ
ンが、プロセッサによる実行のために汎用レジスタファイルにロードされ得る。下記にお
いてソフトウェアモジュールの機能を称するとき、そのような機能は、そのソフトウェア
モジュールから命令が実行するときにプロセッサによってインプリメントされるというこ
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とが理解されるであろう。
【０１６１】
　[00165]ソフトウェアにおいてインプリメントされる場合、これら機能は、コンピュー
タ可読媒体上の１つまたは複数の命令またはコードとして、記憶または送信され得る。コ
ンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易
にするあらゆる媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体
は、コンピュータによってアクセスされうるあらゆる利用可能な媒体でありうる。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁
気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを運ぶ
、または記憶するために使用されうる、およびコンピュータによってアクセスされうるあ
らゆる他の媒体を備え得る。また、あらゆる接続手段がコンピュータ可読媒体と適当に名
付けられる。たとえば、ソフトウェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは同軸
ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤
外線や、無線や、マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用する他の遠隔ソースから送信
された場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線
や、無線や、マイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ディスク（
disk）およびディスク（disc）は、本明細書で使用される場合、コンパクトディスク（di
sc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光学ディスク（disc）、デジタ
ル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およ
びブルーレイディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）が通常、磁気的にデー
タを再生する一方で、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する
。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的なコンピュータ
可読媒体（たとえば、有体媒体）を備え得る。加えて、他の態様では、コンピュータ可読
媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せも
また、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１６２】
　[00166]したがって、ある特定の態様は、本明細書に提示された動作を行うためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、このようなコンピュータプログラム製品
は、命令を記憶（および／または符号化）しているコンピュータ可読媒体を備え得、該命
令は、本明細書で説明された動作を実行するように１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である。ある特定の態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージ材料
を含みうる。
【０１６３】
　[00167]さらに、本明細書で説明された方法および技法を行うためのモジュールおよび
／または他の適切な手段が、ダウンロードされ得ること、および／または、そうでなけれ
ば、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によって取得され得ることが理解
されるべきである。例えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明される方法を実行す
るための手段の転送を容易にするためにサーバに結合され得る。代わりとして、本明細書
で説明される様々な方法は、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（
ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、等）を介して、ユーザ端末およ
び／または基地局が、デバイスに記憶手段を結合または提供する際に様々な方法を取得し
得るように、提供され得る。さらに、本明細書で説明される方法および技法をデバイスに
提供するための任意の他の適した技法が、利用され得る。
【０１６４】
　[00168]特許請求の範囲が、上に例示されたまさにその構成およびコンポーネントに限
定されないことが理解されるべきである。請求項の範囲から逸脱することなく、上で説明
された方法および装置の、配列、動作、および詳細において、様々な変更、変化、および
バリエーションが行われ得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成することを行うように構成される
処理システム、前記第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスに
よって復号可能であり、前記第２の部分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり
、前記第１の部分および第２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイ
スによって復号可能である、と、
　送信のための前記フレームを出力することを行うように構成されたインターフェースと
　を備える、装置。
　　［Ｃ２］
　前記処理システムは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域疑
似ランダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データを含むように、前記第２の部分を構成
することを行うように構成される、
　［Ｃ１］に記載の装置。
　　［Ｃ３］
　前記処理システムは、特定の原始多項式のための特定のシードに基づいて前記ＰＲＢＳ
データを生成することを行うように構成される、
　［Ｃ２］に記載の装置。
　　［Ｃ４］
　前記処理システムは、時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成すること
を行うように構成される、
　［Ｃ１］に記載の装置。
　　［Ｃ５］
　前記処理システムは、ゴーレイシーケンスを含むように前記時間領域シーケンスを構成
することを行うように構成される、
　［Ｃ４］に記載の装置。
　　［Ｃ６］
　前記処理システムは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域パ
イロットのシーケンスを含むように、前記第２の部分を構成することを行うように構成さ
れる、
　［Ｃ１］に記載の装置。
　　［Ｃ７］
　前記処理システムは、特定のしきい値でまたはそれ未満で、ピーク対平均電力比（ＰＡ
ＰＲ）を持つ前記ＯＦＤＭ送信を生成するように前記周波数領域パイロットのシーケンス
を構成することを行うように構成される、
　［Ｃ６］に記載の装置。
　　［Ｃ８］
　前記処理システムは、
　前記第２のデバイスで自動利得制御（ＡＧＣ）を容易にするように構成される第１のフ
ィールドと、
　前記第２のデバイスで高速フーリエ変換（ＦＦＴ）中に前記フレームのＯＦＤＭ送信の
サンプルを入力するためのタイミング制御を容易にするように構成される第２のフィール
ドと、
　前記第２のデバイスで受信した前記フレームに関連付けられたチャネル推定を容易にす
るように構成される第３のフィールドと
　を含むように前記第２の部分を構成することを行うように構成される、［Ｃ１］に記載
の装置。
　　［Ｃ９］
　前記処理システムは、
　前記ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信ためのの周波数領域ＰＲＢＳデータを含
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むように前記第１のフィールドを構成することと、
　時間領域シーケンスを含むように前記第２のフィールドを構成することと、
　前記ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域パイロットのシーケ
ンスを含むように第３のフィールドを構成することと
　を行うように構成される、［Ｃ８］に記載の装置。
　　［Ｃ１０］
　前記処理システムは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含むよ
うに前記フレームを生成すること、ここにおいて、前記処理システムは、第３の部分およ
び第４の部分を備える第２のサブフレームを含むように前記フレームを生成することを行
うように構成され、前記第３の部分は、前記第１のプロトコルに従って動作する前記第１
のデバイスによって復号可能であり、前記第４の部分は、前記第１のデバイスによって復
号不能であり、前記第３および第４の部分は、前記第２のプロトコルに従って動作する前
記第２のデバイスによって復号可能である、
　［Ｃ１］に記載の装置。
　　［Ｃ１１］
　前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記第２
の部分および前記第４の部分を出力するように構成される、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記インターフェースは、時間オフセット手法での送信のための前記第１の部分および
第３の部分を出力するように構成される、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記処理システムは、
　第１のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第１のセットを介する送信のために構成される周
波数領域ＰＲＢＳデータの第１のセットを含むように前記第２の部分を構成することと、
　第２のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第２のセットを介する送信のために構成される周
波数領域ＰＲＢＳデータの第２のセットを含むように前記第４の部分を構成することと
　を行うように構成され、
前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記周波数
領域ＰＲＢＳデータの第１および第２のセットを出力するように構成される、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
　　［Ｃ１４］
　前記処理システムは、
　特定の原始多項式のための第１のシードに基づいて前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第
１のセットを生成することと、
　前記特定の原始多項式のための第２のシードに基づいて前記周波数領域ＰＲＢＳデータ
の第２のセットを生成することと
　を行うように構成される、［Ｃ１３］に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
　前記処理システムは、
第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
第２の時間領域シーケンスを含むように前記第４の部分を構成すること、ここにおいて、
前記第１の時間領域シーケンスは、前記第２の時間領域シーケンスに直交である、と
　を行うように構成され、
　前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記第１
および第２の時間領域シーケンスを出力するように構成される、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　前記処理システムは、
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　第１のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第１のセットを介する送信のための周波数領域パ
イロットの第１のシーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　第２のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第２のセットを介する送信のための周波数領域パ
イロットの第２のシーケンスを含むように前記第４の部分を構成することと
　を行うように構成され、
　前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記周波
数領域パイロットの第１および第２のシーケンスを出力するように構成される、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　前記処理システムは、前記第１の部分と前記第２の部分との間の時間に位置している第
１のパッドフィールドを含むように前記第１のサブフレームを構成することを行うように
構成され、前記処理システムは、前記第３の部分と前記第４の部分との間の時間に位置し
ている第２のパッドフィールドを含むように前記第２のサブフレームを構成することを行
うように構成され、前記第１のパッドフィールドの長さは、前記第２のパッドフィールド
の長さより大きい、
　［Ｃ１０］に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記処理システムは、第１のゴーレイシーケンスを含むように前記第１のパッドフィー
ルドを構成することと、第２のゴーレイシーケンスを含むように前記第２のパッドフィー
ルドを構成することとを行うように構成される、
　［Ｃ１７］に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記処理システムは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含むよ
うに前記フレームを生成することを行うように構成され、前記処理システムは、
　第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームと
　第５の部分および第６の部分を備える第３のサブフレームと
　を含むように前記フレームを生成することを行うように構成される、［Ｃ１］に記載の
装置。
　　［Ｃ２０］
　前記処理システムは、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを含むように前記
第４の部分を構成することと、
　第３の時間領域シーケンスを含むように前記第６の部分を構成することと
　を行うように構成される［Ｃ１９］に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記インターフェースは、第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法
での送信のための前記第１および第２の時間領域シーケンスを出力するように構成され、
前記インターフェースは、第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のための前記第３の時
間領域シーケンスを出力するように構成される、
　［Ｃ２０］に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記処理システムは、
　前記インターフェースが前記第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信ために前記第１お
よび第２のサブフレームから出力を生み出さないように前記第１および第２のサブフレー
ムを構成することと、
　前記インターフェースが前記第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のために前記第３
のサブフレームから出力を生み出さないように前記第３の送信サブフレームを構成するこ
とを行うように構成される、
　［Ｃ２１］に記載の装置。
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　　［Ｃ２３］
　前記処理システムは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含むよ
うに前記フレームを生成することを行うように構成され、前記処理システムは、
　第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームと
　第５の部分および第６の部分を備える第３のサブフレームと、
　第７の部分および第８の部分を備える第４のサブフレームと
　を含むように前記フレームを生成することを行うように構成される、［Ｃ１］に記載の
装置。
　　［Ｃ２４］
　前記処理システムは、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを含むように前記
第４の部分を構成すること、ここにおいて、前記インターフェースは、前記第１のＯＦＤ
Ｍシンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信のための前記第１の時間領域シー
ケンスおよび第２の時間領域シーケンスを出力するように構成される、と、
　第３の時間領域シーケンスを含むように前記第６の部分を構成することと、
　前記第３の時間領域シーケンスに直交する第４の時間領域シーケンスを含むように前記
第８の部分を構成すること、ここにおいて、前記インターフェースは、第２のＯＦＤＭシ
ンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信のための前記第３の時間領域シーケン
スおよび前記第４の時間領域シーケンスを出力するように構成される、と
　を行うように構成される［Ｃ２３］に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記処理システムは、
　前記インターフェースが前記第１のシンボル間隔の間の送信ために前記第３および第４
のサブフレームから出力を生み出さないように第３および第４のサブフレームを構成する
ことと、
　前記インターフェースが前記第２のシンボル間隔の間の送信ために前記第１および第２
のサブフレームから出力を生み出さないように前記第１および第２のサブフレームを構成
することと
　を行うように構成される［Ｃ２４］に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記処理システムは、第１の周波数チャネルを介する送信のための前記第１の部分を構
成することを行うように構成され、前記処理システムは、前記第１の周波数チャネルから
周波数において離れた間隔に置かれた第２の周波数チャネルを介する送信のための第３の
部分を含むように前記フレームを生成するように構成され、前記処理システムは、前記第
１のデバイスおよび前記第２のデバイスによって復号可能な前記第３の部分を構成するこ
とを行うように構成され、前記処理システムは、前記第１の周波数チャネルの少なくとも
一部および前記第２の周波数チャネルの少なくとも一部を含むボンデッド周波数チャネル
を介する送信のための前記第２の部分を構成することを行うように構成される、
　［Ｃ１］に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記処理システムは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域疑
似ランダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データを含むように、前記第２の部分を構成
することを行うように構成される、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記処理システムは、時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成すること
を行うように構成される、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
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　前記処理システムは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域パ
イロットのシーケンスを含むように、前記第２の部分を構成することを行うように構成さ
れる、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成すること、前記第１の部分は、第
１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号可能であり、前記第２の部
分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり、前記第１の部分および第２の部分は
、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能である、と、
　送信のための前記フレームを出力することと
　を備える方法。
　　［Ｃ３１］
　前記フレームは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域疑似ラ
ンダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データを含むように、前記第２の部分を構成する
ことを備える、
　［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ３２］
　前記フレームは、特定の原始多項式のための特定のシードに基づいて前記ＰＲＢＳデー
タを生成することを備える、
　［Ｃ３１］に記載の方法。
　　［Ｃ３３］
　前記フレームは、時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することを備
える、
　［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ３４］
　前記フレームは、ゴーレイシーケンスを含むように前記時間領域シーケンスを構成する
ことを備える、
　［Ｃ３３］に記載の方法。
　　［Ｃ３５］
　前記フレームを生成することは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周
波数領域パイロットのシーケンスを含むように、前記第２の部分を構成することを備える
、
　［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ３６］
　前記フレームを生成することは、特定のしきい値でまたはそれ未満で、ピーク対平均電
力比（ＰＡＰＲ）を持つ前記ＯＦＤＭ送信を生成するように前記周波数領域パイロットの
シーケンスを構成することを備える、
　［Ｃ３５］に記載の方法。
　　［Ｃ３７］
　前記フレームを生成することは、
　前記第２のデバイスで自動利得制御（ＡＧＣ）を容易にするように構成される第１のフ
ィールドと、
　前記第２のデバイスで高速フーリエ変換（ＦＦＴ）中に前記フレームのＯＦＤＭ送信の
サンプルを入力するためのタイミング制御を容易にするように構成される第２のフィール
ドと、
　前記第２のデバイスで受信した前記フレームに関連付けられたチャネル推定を容易にす
るように構成される第３のフィールドと
　を含むように前記第２の部分を構成することを備える、［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ３８］
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　前記フレームを生成することは、
　前記ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信ための周波数領域ＰＲＢＳデータを含む
ように前記第１のフィールドと、
　時間領域シーケンスを含むように前記第２のフィールドと、
　前記ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域パイロットのシーケ
ンスを含むように前記第３のフィールドと
　を構成することを備える、［Ｃ３７］に記載の方法。
　　［Ｃ３９］
　前記フレームを生成することは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレー
ムを生成することと、第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームを生成す
ることとを備え、前記第３の部分は、前記第１のプロトコルに従って動作する前記第１の
デバイスによって復号可能であり、前記第４の部分は、前記第１のデバイスによって復号
不能であり、前記第３および第４の部分は、前記第２のプロトコルに従って動作する前記
第２のデバイスによって復号可能である、
　［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ４０］
　送信のために前記フレームを出力することは、実質的に時間アラインされた手法での送
信のための前記第２の部分および前記第４の部分を出力するように構成される、
　［Ｃ３９］に記載の方法。
　　［Ｃ４１］
　送信のために前記フレームを出力することは、時間オフセット手法での送信のための前
記第１の部分および前記第３の部分を出力することを備える、
　［Ｃ３９］に記載の方法。
　　［Ｃ４２］
　前記フレームを生成することは、
　第１のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第１のセットを介する送信のために構成される周
波数領域ＰＲＢＳデータの第１のセットを含むように前記第２の部分を構成することと、
　第２のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第２のセットを介する送信のために構成される周
波数領域ＰＲＢＳデータの第２のセットを含むように前記第４の部分を構成することと
　を備え、
　送信のための前記フレームを出力することは、実質的に時間アラインされた手法での送
信のための前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第１および第２のセットを出力するように構
成される、
　［Ｃ３９］に記載の方法。
　　［Ｃ４３］
　前記フレームを生成することは、
　特定の原始多項式のための第１のシードに基づいて前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第
１のセットを生成することと、
　特定の原始多項式のための第２のシードに基づいて前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第
２のセットを生成することと
　を備える、［Ｃ４２］に記載の方法。
　　［Ｃ４４］
　前記フレームを生成することは、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　第２の時間領域シーケンスを含むように前記第４の部分を構成すること、ここにおいて
、前記第１の時間領域シーケンスは、前記第２の時間領域シーケンスに直交である、と
　を備え、
　前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記第１
および第２の時間領域シーケンスを出力するように構成される、
　［Ｃ３９］に記載の方法。
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　　［Ｃ４５］
　前記フレームを生成することは、
　第１のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第１のセットを介する送信のための周波数領域パ
イロットの第１のシーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　第２のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第２のセットを介する送信のための周波数領域パ
イロットの第２のシーケンスを含むように前記第４の部分を構成することと
　を備え、
　前記インターフェースは、実質的に時間アラインされた手法での送信のための前記周波
数領域パイロットの第１および第２のシーケンスを出力するように構成される、
　［Ｃ３９］に記載の方法。
　　［Ｃ４６］
　前記フレームを生成することは、前記第１の部分と第２の部分との間の時間に位置して
いる第１のパッドフィールドを含むように前記第１のサブフレームを構成することと、位
置している第２のパッドフィールドを含むように前記第２のサブフレームを構成すること
とを備え、前記第１のパッドフィールドの長さは、前記第２のパッドフィールドの長さよ
り大きく、送信のための前記フレームを出力することは、前記第１の部分と前記第２の部
分との間の送信のための前記第１のパッドフィールドを出力することと、前記第３の部分
と前記第４の部分との間の送信のための前記第２のパッドフィールドを出力することとを
備える、
　［Ｃ３９］に記載の方法。
　　［Ｃ４７］
　前記フレームを生成することは、第１のゴーレイシーケンスを含むように前記第１のパ
ッドフィールドを構成することと、第２のゴーレイシーケンスを含むように前記第２のパ
ッドフィールドを構成することとを備える、
　［Ｃ４６］に記載の方法。
　　［Ｃ４８］
　前記フレームを生成することは、前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレー
ムを含むように前記フレームを生成することと、第３の部分および第４の部分を含むよう
に第２のサブフレームを生成することと、第５の部分および第６の部分を含むように第３
のサブフレームを生成することとを備える、
　［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ４９］
　前記フレームを生成することは、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを含むように前記
第４の部分を構成することと、
　第３の時間領域シーケンスを含むように前記第６の部分を構成することと
　を備える、［Ｃ４８］に記載の方法。
　　［Ｃ５０］
　送信のために前記フレームを出力することは、第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間
アラインされた手法での送信のための前記第１および第２の時間領域シーケンスを出力す
ることと、第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のための前記第３の時間領域シーケン
スを出力することとを備える、
　［Ｃ４９］に記載の方法。
　　［Ｃ５１］
　前記フレームを生成することは、
　前記インターフェースが前記第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信ために前記第１お
よび第２のサブフレームから出力を生み出さないように前記第１および第２のサブフレー
ムを構成することと、
　前記インターフェースが前記第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のために前記第３
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のサブフレームから出力を生み出さないように前記第３の送信サブフレームを構成するこ
とを備える、
　［Ｃ５０］に記載の方法。
　　［Ｃ５２］
　前記フレームを生成することは、
　前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含むように前記フレームを生
成することと、
　第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームを生成することと
　第５の部分および第６の部分を備える第３のサブフレームを生成することと、
　第７の部分および第８の部分を備える第４のサブフレームを生成することと
　を備える、［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ５３］
　前記フレームを生成することは、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成することと、
　前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを含むように前記
第４の部分を構成すること、ここにおいて、送信のための前記フレームを出力することは
、第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信のための前記第１
の時間領域シーケンスおよび第２の時間領域シーケンスを出力することを備える、と、
　第３の時間領域シーケンスを含むように前記第６の部分を構成することと、
　前記第３の時間領域シーケンスに直交する第４の時間領域シーケンスを含むように前記
第８の部分を構成すること、ここにおいて、送信のための前記フレームを出力することは
、前記第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信のための前記
第３の時間領域シーケンスおよび第４の時間領域シーケンスを出力することを備える、と
　を備える、［Ｃ５２］に記載の方法。
　　［Ｃ５４］
　前記フレームを生成することは、
　前記インターフェースが前記第１のシンボル間隔の間の送信ために前記第３および第４
のサブフレームから出力を生み出さないように前記第３および第４のサブフレームを構成
することと、
　前記インターフェースが前記第２のシンボル間隔の間の送信ために前記第１および第２
のサブフレームから出力を生み出さないように前記第１および第２のサブフレームを構成
することと
　を備える、［Ｃ５３］に記載の方法。
　　［Ｃ５５］
　前記フレームを生成することは、
　第１の周波数チャネルを介する送信のための前記第１の部分を構成することと、
　前記第１の周波数チャネルから周波数において離れた間隔に置かれた第２の周波数チャ
ネルを介する送信のための第３の部分を含むように前記フレームを生成することと、
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスによって復号可能な前記第３の部分を構
成することと、
　前記第１の周波数チャネルの少なくとも一部および前記第２の周波数チャネルの少なく
とも一部を含むボンデッド周波数チャネルを介する送信のための前記第２の部分を構成す
ることと
　を備える、［Ｃ３０］に記載の方法。
　　［Ｃ５６］
　前記フレームを生成することは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周
波数領域疑似ランダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データを含むように、前記第２の
部分を構成することを備える、
　［Ｃ５５］に記載の方法。
　　［Ｃ５７］
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　前記フレームを生成することは、時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構
成することを備える、
　［Ｃ５５］に記載の方法。
　　［Ｃ５８］
　前記フレームを生成することは、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周
波数領域パイロットのシーケンスを含むように、前記第２の部分を構成することを備える
、
　［Ｃ５５］に記載の方法。
　　［Ｃ５９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成するための手段、前記第１の部分
は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号可能であり、前記第
２の部分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり、前記第１の部分および第２の
部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能である、と
、
　送信のための前記フレームを出力するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ６０］
　前記フレームを前記生成するための手段は、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信
のための周波数領域疑似ランダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データを含むように、
前記第２の部分を構成するための手段を備える、
　［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ６１］
　前記フレームを前記生成するための手段は、特定の原始多項式のための特定のシードに
基づいて前記ＰＲＢＳデータを生成するための手段を備える、
　［Ｃ６０］に記載の装置。
　　［Ｃ６２］
　前記フレームを前記生成するための手段は、時間領域シーケンスを含むように前記第２
の部分を構成するための手段を備える、
　［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ６３］
　前記フレームを前記生成するための手段は、ゴーレイシーケンスを含むように前記時間
領域シーケンスを構成するための手段を備える、
　［Ｃ６２］に記載の装置。
　　［Ｃ６４］
　前記フレームを前記生成するための手段は、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信
のための周波数領域パイロットのシーケンスを含むように、前記第２の部分を構成するた
めの手段を備える、
　［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ６５］
　前記フレームを前記生成するための手段は、特定のしきい値でまたはそれ未満で、ピー
ク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を持つ前記ＯＦＤＭ送信を生成するように前記周波数領域パ
イロットのシーケンスを構成するための手段を備える、
　［Ｃ６４］に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記第２のデバイスで自動利得制御（ＡＧＣ）を容易にするように構成される第１のフ
ィールドと、
　前記第２のデバイスで高速フーリエ変換（ＦＦＴ）中に前記フレームのＯＦＤＭ送信の
サンプルを入力するためのタイミング制御を容易にするように構成される第２のフィール
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ドと、
　前記第２のデバイスで受信した前記フレームに関連付けられたチャネル推定を容易にす
るように構成される第３のフィールドと
　を含むように前記第２の部分を構成するための手段を備える、［Ｃ５９］に記載の装置
。
　　［Ｃ６７］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信ためのの周波数領域ＰＲＢＳデータを含
むように前記第１のフィールドを構成するための手段と、
　時間領域シーケンスを含むように前記第２のフィールドを構成するための手段と、
　前記ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信のための周波数領域パイロットのシーケ
ンスを含むように第３のフィールドを構成するための手段と
　を備える、［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ６８］
　前記フレームを前記生成するための手段は、前記第１および第２の部分を備える第１の
サブフレームを生成するための手段と、第３の部分および第４の部分を備える第２のサブ
フレームを生成するための手段とを備え、前記第３の部分は、前記第１のプロトコルに従
って動作する前記第１のデバイスによって復号可能であり、前記第４の部分は、前記第１
のデバイスによって復号不能であり、前記第３および第４の部分は、前記第２のプロトコ
ルに従って動作する前記第２のデバイスによって復号可能である、
　［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ６９］
　前記送信のために前記フレームを出力するための手段は、実質的に時間アラインされた
手法での送信のための前記第２の部分および前記第４の部分を出力するための手段を備え
る、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７０］
　前記送信のために前記フレームを出力するための手段は、時間オフセット手法での送信
のための前記第１の部分および第３の部分を出力するための手段を備える、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７１］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　第１のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第１のセットを介する送信のために構成される周
波数領域ＰＲＢＳデータの第１のセットを含むように前記第２の部分を構成するための手
段と、
　第２のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第２のセットを介する送信のために構成される周
波数領域ＰＲＢＳデータの第２のセットを含むように前記第４の部分を構成するための手
段と
　を備え、
　前記送信のための前記フレームを出力することは、実質的に時間アラインされた手法で
の送信のための前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第１および第２のセットを出力するよう
に構成される、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７２］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　特定の原始多項式のための第１のシードに基づいて前記周波数領域ＰＲＢＳデータの第
１のセットを生成するための手段と、
　前記特定の原始多項式のための第２のシードに基づいて前記周波数領域ＰＲＢＳデータ
の第２のセットを生成するための手段と
　を備える、［Ｃ７１］に記載の装置。
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　　［Ｃ７３］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成するための手段と、
　第２の時間領域シーケンスを含むように前記第４の部分を構成するための手段、ここに
おいて、前記第１の時間領域シーケンスは、前記第２の時間領域シーケンスに直交である
、と
　を備え、
　前記フレームを前記出力するための手段は、実質的に時間アラインされた手法での送信
のための前記第１および第２の時間領域シーケンスを出力するための手段を備える、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７４］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　第１のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第１のセットを介する送信のための周波数領域パ
イロットの第１のシーケンスを含むように前記第２の部分を構成するための手段と、
　第２のＯＦＤＭ送信のサブキャリアの第２のセットを介する送信のための周波数領域パ
イロットの第２のシーケンスを含むように前記第４の部分を構成するための手段と
　を備え、
　前記フレームを前記出力するための手段は、実質的に時間アラインされた手法での送信
のための前記周波数領域パイロットの第１および第２のセットを出力するための手段を備
える、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７５］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記第１の部分と前記第２の部分との間の時間において位置される第１のパッドフィー
ルドを含むように前記第１のサブフレームを構成するための手段と、
　前記第３の部分と第４の部分との間に位置される第２のパッドフィールドを含むように
前記第２のサブフレームを構成するための手段、ここにおいて、前記第１のパッドフィー
ルドは、前記第２のパッドフィールドの長さより大きい、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７６］
　前記フレームを前記生成するための手段は、第１のゴーレイシーケンスを含むように前
記第１のパッドフィールドを構成するための手段と、第２のゴーレイシーケンスを含むよ
うに前記第２のパッドフィールドを構成するための手段とを備える、
　［Ｃ７５］に記載の装置。
　　［Ｃ７７］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含むように前記フレームを生
成するための手段と、
　第３の部分および第４の部分を含むように第２のサブフレームを生成するための手段と
、
　第５の部分および第６の部分を含むように第３のサブフレームを生成するための手段と
　を備える［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ７８］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成するための手段と、
　前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを含むように前記
第４の部分を構成するための手段と、
　第３の時間領域シーケンスを含むように前記第６の部分を構成するための手段と
　を備える［Ｃ７７］に記載の装置。
　　［Ｃ７９］
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　送信のための前記フレームを前記出力するための手段は、
　第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信のための前記第１
および第２の時間領域シーケンスを出力するための手段と、
　第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の送信のための前記第３の時間領域シーケンスを出力
するための手段と
　を備える、［Ｃ７８］に記載の装置。
　　［Ｃ８０］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記第１および第２のサブフレームが前記第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間の無送信を
もたらすように前記第１および第２のサブフレームを構成するための手段と、
　前記第３のサブフレームが前記第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間の無送信をもたらすよ
うに前記第３のサブフレームを構成するための手段と
　を備える、［Ｃ７９］に記載の装置。
　　［Ｃ８１］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記第１および第２の部分を備える第１のサブフレームを含むように前記フレームを生
成するための手段と、
　第３の部分および第４の部分を備える第２のサブフレームを生成するための手段と、
　第５の部分および第６の部分を備える第３のサブフレームを生成するための手段と、
　第７の部分および第８の部分を備える第４のサブフレームを生成するための手段と
　を備える、［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ８２］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　第１の時間領域シーケンスを含むように前記第２の部分を構成するための手段と、
　前記第１の時間領域シーケンスに直交する第２の時間領域シーケンスを含むように前記
第４の部分を構成するための手段、ここにおいて、送信のための前記フレームを出力する
ための手段は、前記第１のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信
のための前記第１の時間領域シーケンスおよび第２の時間領域シーケンスを出力するため
の手段を備える、と、
　第３の時間領域シーケンスを含むように前記第６の部分を構成するための手段と、
　前記第３の時間領域シーケンスに直交する第４の時間領域シーケンスを含むように前記
第８の部分を構成するための手段、ここにおいて、送信のための前記フレームを出力する
ための手段は、前記第２のＯＦＤＭシンボル間隔の間に時間アラインされた手法での送信
のための前記第３の時間領域シーケンスおよび前記第４の時間領域シーケンスを出力する
ための手段を備える、と
　を備える、［Ｃ８１］に記載の装置。
　　［Ｃ８３］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　前記第３および第４のサブフレームが前記第１のシンボル間隔の間の無送信を生み出す
ように前記第３および第４のサブフレームを構成するための手段と、
　前記第１および第２のサブフレームが前記第２のシンボル間隔の間の無送信を生み出す
ように前記第１および第２のサブフレームを構成するための手段と
　を備える、［Ｃ８２］に記載の装置。
　　［Ｃ８４］
　前記フレームを前記生成するための手段は、
　第１の周波数チャネルを介する送信のための前記第１の部分を構成するための手段と、
　前記第１の周波数チャネルから周波数において離れた間隔に置かれた第２の周波数チャ
ネルを介する送信のための第３の部分を含むように前記フレームを生成するための手段と
、
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスによって復号可能な前記第３の部分を構
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　前記第１の周波数チャネルの少なくとも一部および前記第２の周波数チャネルの少なく
とも一部を含むボンデッド周波数チャネルを介する送信のための前記第２の部分を構成す
るための手段と
　を備える、［Ｃ５９］に記載の装置。
　　［Ｃ８５］
　前記フレームを前記生成するための手段は、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信
のための周波数領域疑似ランダムバイナリシーケンス（ＰＲＢＳ）データを含むように、
前記第２の部分を構成するための手段を備える、
　［Ｃ８４］に記載の装置。
　　［Ｃ８６］
　前記フレームを生成するための手段は、時間領域シーケンスを含むように前記第２の部
分を構成するための手段を備える、
　［Ｃ８４］に記載の装置。
　　［Ｃ８７］
　前記フレームを前記生成するための手段は、ＯＦＤＭ送信のサブキャリアを介する送信
のための周波数領域パイロットのシーケンスを含むように、前記第２の部分を構成するた
めの手段を備える、
　［Ｃ８４］に記載の装置。
　　［Ｃ８８］
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成すること、前記第１の部分は、第
１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスによって復号可能であり、前記第２の部
分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり、前記第１の部分および第２の部分は
、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイスによって復号可能である、と、
　送信のための前記フレームを出力することと
　を行うためにその上に記憶された命令を有するコンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ８９］
　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つの受信アンテナと、
　第１の部分および第２の部分を備えるフレームを生成することを行うように構成される
処理システム、前記第１の部分は、第１のプロトコルに従って動作する第１のデバイスに
よって復号可能であり、前記第２の部分は、前記第１のデバイスによって復号不能であり
、前記第１の部分および第２の部分は、第２のプロトコルに従って動作する第２のデバイ
スによって復号可能である、と、
　前記少なくとも１つのアンテナを介する送信のために前記フレームを出力するように構
成されたインターフェースと
　を備える、ワイヤレスノード。
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